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広報

Taketa Public Relations

９月 30 日、サンチャゴの鐘
（レプリカ）の鳴らし初め。

400 年を超えた音色を響か
せる子どもたち　　　　→
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岡藩城下町400年祭「歴史文化交流パートナーシップ宣言」――――

全国に先駆け、新しい交流関係を築く
９月 28 日から 30 日の 3 日間にかけて「岡藩城下町 400 年祭」メーン行事が行われ、竹田
市は故郷の歴史文化を再認識し、地域の先人たちの功績を学び、魅力にさらに磨きをかけ
て活動を深めていこうと、岩手県平泉町、大阪府茨木市、兵庫県朝

あさ

来
ご

市、兵庫県養
や ぶ

父市と
の間で「歴史文化交流パートナーシップ宣言」を採択しました。

↑竹田市の発展のために尽くしていただいた里見菊雄氏、
　塩津哲生氏、山本東次郎氏、ローランド・ヒンダレ氏
　に名誉市民章が贈られました。

歴史文化のまちづくりを展開している自治体同士で、
これを契機に相互交流を深めながら、歴史と文化を
基軸とした地域間交流をさらに進展させていきます。

↑九州初公開の川端康成コレ
　クション「川端康成の眼」　を
　開催中。



広報たけた 平成 24 年11 月号 2

　

城
下
町
竹
田
の
建
設
を
手
掛
け

た
初
代
岡
藩
主
中
川
秀
成
公
が
亡

く
な
り
、
本
年
で
４
０
０
年
。
こ
の

節
目
の
年
に
、
わ
た
し
た
ち
竹
田
市

民
は
こ
れ
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た

城
下
町
、
そ
こ
に
根
付
く
歴
史
・
文

化
を
学
び
、
未
来
へ
と
受
け
継
ご
う

と
、
４
月
か
ら
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
・

行
事
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
か
ら
３
日
間
に
か
け

て
４
０
０
年
祭
の
メ
ー
ン
事
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

29
日
、
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う

サ
ン
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
た
記
念

式
典
に
は
、
市
民
を
は
じ
め
、
当
市

と
縁
の
深
い
文
化
関
係
者
ほ
か
約

５
０
０
人
が
出
席
し
、「
城
下
町
竹

田
」
が
長
年
に
亘
り
築
き
あ
げ
て
き

た
歴
史
文
化
の
認
識
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
淡
窓
伝
光
霊

流
日
本
詩
道
会
が
瀧
廉
太
郎
作
詩

の
「
古
城
」
を
吟
じ
、
そ
の
幕
が
上

が
り
ま
し
た
。

　

首
藤
勝
次
市
長
は
、
次
の
よ
う

な
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
「
あ
の
７
・
12
竹
田
大
水
害
を
乗

り
越
え
て
、
岡
藩
城
下
町
４
０
０
年

祭
の
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
を
は
じ

め
、
県
内
外
、
遠
く
海
を
越
え
て
ド

イ
ツ
の
友
人
た
ち
も
お
迎
え
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
私
た
ち
が
集
っ
て
い
る
空
間

は
、
ま
さ
に
地
球
規
模
で
の
時
空
を

超
え
て
、
今
を
生
き
る
人
々
と
過
去

に
生
き
た
人
と
の
、
そ
の
縁
を
意
識

さ
せ
る
舞
台
で
あ
り
ま
す
し
、
こ
こ

に
渦
巻
く
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
積
み

重
ね
が
未
来
に
向
け
て
、
大
き
な

『
夢
』と『
希
望
』を
授
け
て
く
れ
る
、

そ
の
力
に
な
る
こ
と
を
私
は
信
じ
て

疑
い
ま
せ
ん
。〝
過
去
を
誇
り
、
現

代
を
信
じ
、
未
来
に
憧
れ
る
〟
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
満
た
し
た
い
も
の
で
す
。

　

１
６
１
２
年
、
中
川
秀
成
公
に

よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
岡
藩
城
下
町
。

４
０
０
年
の
時
を
刻
ん
だ
我
が
故
郷

竹
田
市
で
す
。

　

画
聖
田
能
村
竹
田
先
生
、
楽
聖
瀧

廉
太
郎
先
生
の
類
ま
れ
な
る
感
性

を
育
み
、
気
骨
あ
る
国
家
意
識
を
貫

い
た
国
際
人
広
瀬
武
夫
、
さ
ら
に
は

童
謡
童
話
作
家
佐
藤
義
美
も
こ
の

空
間
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
の
で
す
。

　

加
え
て
、
こ
の
地
を
訪
れ
、
そ
の

感
動
と
と
も
に
素
晴
ら
し
さ
を
全

国
に
知
ら
し
め
て
く
れ
た
文
人
墨

客
の
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
昭
和
２
年
に
訪
れ
た
田
山
花

袋
、翌
年
の
北
原
白
秋
、さ
ら
に
与
謝

野
晶
子
・
鉄
幹
ご
夫
妻
、野
口
雨
情
、

徳
富
蘇
峰
…
一
流
の
感
性
で
、
こ
の

地
を
褒
め
称
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ
し
て
、そ
れ
ら
歴
史
の
中
に
燦

然
と
輝
く
の
は
、
昭
和
27
年
秋
に
久

住
高
原
か
ら
竹
田
の
城
下
町
に
取

材
旅
行
を
さ
れ
、
す
ば
ら
し
い
作
品

を
遺
さ
れ
た
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
、
川

端
康
成
先
生
の
足
跡
で
あ
り
ま
す
。

　

川
端
先
生
は
翌
年
小
説
新
潮
に

千
羽
鶴
の
続
編『
波
千
鳥
』と
い
う
竹

田
を
舞
台
に
し
た
作
品
を
発
表
さ

れ
、そ
の
成
果
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
先
生
は
も
う
一
つ
、
私

た
ち
に
限
り
な
く
大
き
な
示
唆
を

残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、『
有

由
有
縁
』
と
い
う
言
葉
で
あ
り
ま

す
。
人
と
人
、
人
と
物
事
の
出
会
い

に
偶
然
は
な
い
。
故
あ
っ
て
、
理
由

が
あ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
の
言
葉
で
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
と
い
う
ま
ち
は
そ
う
い
う

人
々
の
気
が
漂
っ
て
い
る
。
だ
か
ら

こ
の
町
を
歩
い
て
い
る
と
理
想
を
高

く
、
夢
を
抱
き
、
そ
し
て
高
い
志
を

持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
自
ら
の
内
に

気
付
か
せ
て
く
れ
る
と
語
り
か
け

る
哲
学
者
が
い
ま
し
た
。
４
０
０
年

の
間
に
刻
ま
れ
た
目
に
は
見
え
な

い
、
そ
の
空
間
の
履
歴
を
意
識
し
な

が
ら
、
こ
の
大
地
に
蒔
か
れ
た
可
能

性
と
い
う
種
に
花
を
開
か
せ
て
い
く

こ
と
。
そ
れ
が
今
を
生
き
る
私
た
ち

の
最
大
の
使
命
だ
と
い
う
こ
と
を
肝

に
銘
じ
て
歩
ん
で
い
き
た
い
、
そ
う

決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

さ
て
、
歴
史
の
流
れ
に
大
き
な
句

読
点
を
打
つ
時
が
き
ま
し
た
。
言
う

ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
歴
史
・
文
化

竹
田
市
災
害
復
興
「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
に
祈
り
を
込
め
て
」
―
―
―
―
―

　
　
岡
藩
城
下
町
４
０
０
年
祭
記
念
式
典
開
催

「
新
竹
田
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」が
今
始
ま
る
！

↑オープニングを飾った、淡窓伝光霊流日本詩道会による「古城」（瀧廉太郎作詩 )

↑「新竹田ルネッサンス」の幕開けを宣言 
　した首藤市長
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↑
竹
田
市
民
や
市
と
ゆ
か
り
の
深
い
文
化
関
係
者
ら
が 

　
出
席
し
、
会
場
を
埋
め
た
（
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）

を
基
軸
と
し
た
自
治
体
間
交
流
、
世

界
に
広
が
る
ロ
ー
カ
ル
外
交
な
ど
、

新
た
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
生
み
出
す
こ

と
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
作
業
で
す
。

　

メ
ー
ン
事
業
が
開
催
さ
れ
る
こ
の

栄
光
の
３
日
間
は
、
ま
さ
に
新
竹
田

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
始
ま
り
で
す
」

◇
名
誉
市
民
称
号
贈
呈

　
竹
田
市
の
発
展
の
た
め
に
尽
く
し
て
い
た
だ
い
た
４
名
に
名
誉
市
民
章
と

「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
里さ

と
見み　
菊き

く
雄お　
氏（

79
歳
・
東
京
都
）

　

父
・
里
見
雄
二
氏
（
名
誉
市
民
）

の
後
を
継
ぎ
、
公
益
財
団
法
人
里

見
奨
学
会
並
び
に
老
人
は
げ
み
の

里
見
会
を
通
じ
て
、
永
年
に
わ
た
り

郷
土
の
教
育
文
化
・
福
祉
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
塩し

お
津つ　
哲あ

き
生お　
氏（

67
歳
・
東
京
都
）

　

竹
田
市
民
と
共
に
竹
田
薪
能
を

企
画
・
出
演
。
今
年
29
回
目
。
城

下
町
竹
田
、
向
丁
に
『
塩
津
清
人

記
念
能
舞
台
』
を
建
設
し
、
能
を

催
す
な
ど
竹
田
の
文
化
振
興
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　　
山や

ま
も
と本　
東と

う
次じ

郎ろ
う　
氏

（
75
歳
・
東
京
都
）

　

岡
藩
の
お
抱
え
の
狂
言
師
・
山

本
東
次
郎
の
家
系
で
４
世
。
父
３

世
東
次
郎
は
竹
田
町
生
ま
れ
。
竹

田
薪
能
に
は
平
成
２
年
か
ら
出
演

さ
れ
、
竹
田
の
伝
統
文
化
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。（
受
賞
式
は
欠

席
）

　
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ヒ
ン
ダ
レ　
氏　

　
（
65
歳
・
ド
イ
ツ
・
バ
ー
ト
ク
ロ

　
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
）

　

国
際
姉
妹
都
市
ド
イ
ツ
・
バ
ー
ト

ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
の
国
際
交
流
担

当
と
し
て
、
中
学
生
の
相
互
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
交
流
な
ど
人
的
交
流
に
尽

力
。
両
市
の
文
化
・
経
済
交
流
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

↑名誉市民章を受けとる里見菊雄氏

↑狂言師の山本東次郎氏（今年の「竹
　田薪能」に出演）

　「日本人としての魂」をいつまでも！
　名誉市民・塩津哲生さんの謝辞の一部をご紹介します。
　30 年の間、過去にも水害がありましたが、一度も
休まずに『薪能』が続けられてきました。能をご存
じない方が多いこの時代に、この竹田の町で続けて
いかれること。それは、竹田の町のみなさんの中に
その伝統の “ 日本人としての魂 ” があるからだと思い
ます。我々がずっと生きていようと思うのは、文化が
支えになるのだと信じています。竹田の町をいつま
でも、いつまでも永く愛していきたい、と思います。」
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↑竹田市と姉妹都市関係を結んでいる国内外の自治体等が紹介されまし
　た。式典には、各自治体から首長ほか代理の来賓者が出席し祝辞をい
　ただきました。

↑ドイツから訪問団が竹田・直入に！ドイツの友人たちとの交流が深ま
　りました。

↑「第 29 回竹田薪能」（雨天のため、おたまや公園から竹田小学校体育館に変
　更して開催）

↑メロート市長はバート・クロツィンゲン市の温泉施設「ヴィ
　タ・クラシカ」の庭園に咲くバラを株分けし、今回 400 年
　祭を記念して当市に贈呈。友情の赤いバラは国際姉妹施設
　を提携している「御前湯」に植樹されました

↑「私たちが一番重要に思っ
　ているのは、将来を担う若
　い世代の交流」とメロート・
　バート・クロツィンゲン市長。
　また、この度の災害に対し
　ていち早く義援金を届けて
　くれました。

↑瀧廉太郎ゆかりの地ドイツ・ライプツィヒ市から
　ガブリエレ・ゴルドフース欧州・国際関係室長
　（右）と、独日協会のケニー・クフタ専務理事（左）
　が出席。今後のさらなる交流が期待されます。

↑「サンチャゴの鐘」400 年記念作詩（竹田市
　出身の歌人・川野里子さん作）『おかえりなさ
　い』を朗読する名誉市民の歌手・芹洋子さん

「川端康成の眼～知識も理屈もなく、
私はただ　見てゐる～」開催中。

「美しい美術品は創造力を膨らまし、
川端文学の源泉となっている。自分自
身の眼で見ていただき、美術品から何
かを感じていただきたい」（財団法人
川端康成記念会東京事務所代表・水原
園博さん）

９月 28 日、新築された竹田高校体育館で
開催された第４回川端康成記念講演会。「『文
学』の素晴らしさ」をテーマに講演する財
団法人川端康成記念会理事長の川端香男里
先生。川端康成先生の人生観や文学観をわ
かりやすくお話しいただきました。
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岩手県平泉町　ひらいずみちょう
　岡城の築城伝説として、当時この地を治めた緒方
三郎惟栄が源義経を迎えるために岡城を築城したと
語り継がれている。そして嵐により進路を東に変え
た義経が向かった先こそが、奥州藤原氏が三代で築
いた中尊寺金色堂を始めとする建築群が世界遺産に
登録された平泉であったことから、交流が始まった。

大阪府茨木市　いばらきし
　天文 11 年（1542）茨木で生まれた中川家の太祖
清秀公は、後に茨木城主となるが、賤ヶ岳の戦いで
戦死、同市の梅林寺に葬られた。その後、播磨国三
木城主となった清秀公の次子秀成公が、岡藩の初代
藩主として文禄 3 年（1594）に入府したことなど
から、市民レベルでの交流が実施されている間柄。

兵庫県朝来市　あさごし
　日本のマチュピチュと称される竹

たけだじょう
田城を有する朝

来市。岡城と同じく城郭を有せず、石垣のみで人々
を魅了する様子、「竹田」という名称、さらには別
名「虎が臥せる虎臥城（竹田城）」に対し、「牛が臥
せる臥牛城（岡城）」など、共通する話題が多く、
親しみ深い町として交流が始まった。

兵庫県養父市　やぶし
　朝来市に隣接する養父市には、大規模な高石垣を
用いた山城「八木城」があり、衆目を集めている。
朝来市と連携する中で、歴史文化の象徴とも言うべ
き城跡をキーワードとした竹田市を含むトライアン
グル交流の一角を担う町である。

　

歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
る
自
治
体
同
士
で
、
こ
れ
を
契

機
に
相
互
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
歴
史

と
文
化
を
基
軸
と
し
た
地
域
間
交
流

を
進
展
さ
せ
、
将
来
は
全
国
初
の
「
歴

史
文
化
姉
妹
都
市
」
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　

今
回
の
「
歴
史
文
化
交
流
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
言
」
に
対
し
、
近
藤
誠

一
文
化
庁
長
官
か
ら
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
が
既
存
の
概
念
を
打
ち
破
り
、
姉

妹
都
市
交
流
の
先
導
の
モ
デ
ル
と
し

て
、
光
輝
く
こ
と
を
期
待
申
し
上
げ
ま

す
」と
記
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
、

吉
野
英
勝
教
育
長
が
全
文
を
代
読
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

結
ん
だ
岩
手
県
平
泉
町
の
菅
原
正
義

町
長
が
「
竹
田
市
と
世
界
遺
産
平
泉
」

と
題
し
て
、記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
泉
町
は
、
平
安
時
代
末
期
に
東

北
全
域
を
治
め
た
奥
州
藤
原
氏
の
寺

院
や
遺
跡
群
が
数
多
く
存
在
し
、
そ
の

う
ち
の
「
中
尊
寺
」、「
毛
越
寺
」、「
観

自
在
王
院
跡
」、「
無
量
光
院
跡
」、「
金

鶏
山
」
の
５
件
が
平
成
23
年
に
世
界

遺
産
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

兄
・
源
頼
朝
に
追
わ
れ
た
義
経
を

迎
え
る
た
め
に
築
か
れ
た
岡
城
の
あ
る

竹
田
市
と
、
源
義
経
終
焉
の
地
で
あ
る

平
泉
町
。
菅
原
町
長
は
、
竹
田
と
の
つ

な
が
り
を
歴
史
的
背
景
を
辿
っ
て
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
ぐ
る
み
で
世
界
遺
産
に
取

り
組
ん
で
き
た
経
緯
を
紹
介
。
ま
た
、

「
縁
の
あ
る
と
こ
ろ
が
お
互
い
の
文
化

や
ま
ち
づ
く
り
を
知
る
こ
と
は
、
非
常

に
有
意
義
」「
そ
れ
ら
を
吸
収
し
あ
う

こ
と
は
、
よ
り
良
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
が
る
」「
平
泉
の
理
念
は
、
復
興
、

平
等
、
共
生
」
を
例
に
挙
げ
て
、
今
ま

さ
に
こ
れ
ら
が
ま
ち
づ
く
り
に
求
め
ら

れ
て
い
る
と
講
演
を
し
め
く
く
り
ま
し

た
。

　

歴
史
文
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
本
市

と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ん
だ
４
市

町
の
皆
様
と
、「
夢
」と「
希
望
」と「
勇

気
」
を
胸
に
、
未
来
に
向
か
っ
て
進
み

ま
し
ょ
う
。

　
『
次
代
を
担
う
ふ
る
さ
と
の
若
人
に

夢
を
授
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。』
と

い
う
使
命
感
を
抱
き
な
が
ら
、
開
催
さ

れ
た
「
記
念
式
典
」
は
、
竹
田
が
築
き

あ
げ
て
き
た
歴
史
文
化
へ
の
思
い
を
新

た
に
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

名
誉
市
民
・
中
川
家
第
18
代
当
主

の
中
川
久
定
先
生
か
ら
も
「（
碧
雲
寺

で
行
わ
れ
た
法
要
に
つ
い
て
）
20
人
の

僧
侶
の
読
経
は
さ
ぞ
見
事
だ
っ
た
で
し

ょ
う
。
秀
成
公
も
４
０
０
年
の
法
要
に

お
喜
び
の
こ
と
と
思
い
ま
す
」
と
言
葉

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

岡
藩
城
下
町
４
０
０
年
祭
メ
ー
ン

行
事
の
行
わ
れ
た
、
栄
光
の
３
日
間
は

「
新
竹
田
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
の
幕
開
け

と
し
て
語
り
継
が
れ
る
で
し
ょ
う
。

◇
歴
史
文
化
交
流
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
言

↑講演する菅原正義平泉町長

　

国
指
定
重
要
文
化
財
「
銅
鐘（
サ
ン
チ

ャ
ゴ
の
鐘
）」を
忠
実
に
復
元
し
た
レ
プ
リ

カ
が
完
成
し
、９
月
30
日
、そ
の
鳴
ら
し
初

め
が
岡
城
跡
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

岡
藩
城
下
町
４
０
０
年
祭
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
ま
た
災
害
復
興
や
世
界
平
和
を

願
う
鐘
と
し
て
制
作
さ
れ
た
「
サ
ン
チ
ャ

ゴ
の
鐘
」
の
響
き
を
生
で
聞
こ
う
と
、
会

場
に
は
市
内
外
か
ら
約
５
０
０
人
が
詰
め

掛
け
ま
し
た
。

　

高
さ
約
２・
５
㍍
の
架
台
に
吊
る
さ
れ

た
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
が
披
露
さ
れ
、
思
わ

ず
上
が
る
歓
声
。
そ
し
て
、
関
係
者
の
手

に
よ
っ
て
ロ
ー
プ
が
引
か
れ
る
と
、
カ
ァ

ン
～
、
カ
ァ
ン
～
、
カ
ァ
ン
～
…
。
岡
城

西
の
丸
の
石
垣
を
背
景
に
、
４
０
０
年
の

時
を
超
え
た
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
音
色
が
響

き
渡
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
市
民
ら
も
思

い
思
い
に
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
し
た
。　

鐘
の
披
露
の
後
に
は
、名
誉
市
民
の
歌
手
、

芹
洋
子
さ
ん
と
と
も
に
「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の

鐘
」、「
荒
城
の
月
」、「
坊
が
つ
る
讃
歌
」

を
大
合
唱
し
ま
し
た
。

　

前
日
か
ら
降
り
続
い
た
雨
が
当
日
朝
ま

で
残
り
、
急
遽
西
の
丸
跡
か
ら
駐
車
場
に

会
場
を
変
更
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鳴
ら
し
初
め
、
市
民
大
合
唱
が
進
む

に
連
れ
、
雨
雲
の
間
か
ら
差
し
込
む
光
。

災
害
復
興
や
世
界
平
和
の
祈
り
が
込
め

ら
れ
た
「
鐘
」
の
音
色
は
、
参
加
者
の

思
い
と
と
も
に
、
天
に
届
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

「
船
村
徹　
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
巡
礼
」

　

同
日
午
後
、「
船
村
徹　

サ
ン
チ
ャ
ゴ

の
鐘
巡
礼
」
コ
ン
サ
ー
ト
が
久
住
公
民

館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
満

員
の
観
客
は
心
に
染
み
わ
た
る
船
村
演

歌
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

　

船
村
さ
ん
は
「
４
０
０
年
の
時
を
経

て
蘇
っ
た
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
の
音
は
、
本

当
に
心
に
染
み
入
る
よ
う
な
、
美
し
い

希
望
の
音
色
で
し
た
。
こ
の
サ
ン
チ
ャ
ゴ

の
鐘
が
、
竹
田
の
、
日
本
中
の
、
そ
し

て
世
界
中
の
平
和
の
象
徴
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

４
０
０
年
の
時
を
超
え
た「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
」の
音
色
が
響
く

↑西の丸跡を背景に熱唱する芹洋子さん

↑サンチャゴの鐘（レプリカ）
　の鳴らし初め

↑サンチャゴの鐘」や「パ
　ライソの華」の演奏を披
　露する船村徹さん
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↑巻き寿司作りに挑戦：バート・クロツィ
　ンゲン　メロート市長

姉妹都市 ドイツバート・クロツィンゲンコーナー

クラウディア・ケール
Ａ コラム  by claudia kehl

（国際交流員）

　

９
月
28
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
姉

妹
都
市
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市

（
14
名
）、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
市
（
２
名
）、

タ
ー
バ
ー
ツ
市
（
２
名
）
の
３
市
か
ら

ド
イ
ツ
訪
問
団
が
来
竹
し
、
４
０
０
年

祭
の
行
事
に
参
加
し
た
。
姉
妹
都
市
バ

ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
の
メ
ロ
ー

ト
市
長
、
ヒ
ン
ダ
レ
氏
と
ソ
プ
カ
夫
妻

の
感
想
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

メ
ロ
ー
ト
市
長
「
今
回
の
竹
田
市
で
の

滞
在
が
し
っ
か
り
と
準
備
さ
れ
て
き
た

こ
と
、
日
本
の
友
人
た
ち
の
親
し
み
が

よ
く
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。
我
が
友
人
か
ら
歓
迎

さ
れ
、
姉
妹
都
市
関
係
が
深
く
な
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
長
い
旅
路
の
末
、

夜
中
１
時
竹
田
市
に
到
着
し
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
市
の
職
員
と
昔

か
ら
の
友
人
た
ち
は
心
尽
し
の
温
か
い

歓
迎
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
の

日
本
語
は
ま
だ
不
十
分
で
す
の
で
、
手

と
足
を
使
い
、
友
人
を
抱
い
て
、
古
く

か
ら
の
友
好
関
係
を
再
確
認
で
き
ま
し

た
。
真
夜
中
の
歓
迎
会
は
感
動
的
で
し

た
。
さ
す
が
日
本
人
の
も
て
な
し
の
心

で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
姉
妹
都
市
に
熱
く
歓
迎
さ
れ
、
自

分
の
故
郷
の
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。
滞

在
中
、
特
に
楽
し
か
っ
た
の
が
料
理
教

室
で
し
た
。
和
食
の
様
々
な
調
理
方
法

を
や
さ
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
、
担
当

者
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
料
理
が
あ
ま
り
で
き
な
い
男

性
と
し
て
、
参
加
す
る
か
ど
う
か
迷
い

ま
し
た
が
参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。

他
の
ド
イ
ツ
の
皆
さ
ん
も
喜
ん
で
い
て
、

こ
の
教
室
は
と
て
も
い
い
企
画
で
し
た
。

　

姉
妹
都
市
交
流
の
基
礎
で
あ
る
炭
酸

泉
の
直
入
の
温
泉
に
も
ゆ
っ
く
り
と
入

る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

ド
イ
ツ
と
日
本
の
入
浴
習
慣
は
か
な
り

違
う
と
改
め
て
気
が
付
き
ま
し
た
。
ド

イ
ツ
で
は
毎
日
の
シ
ャ
ワ
ー
か
、
ち
ょ

っ
と
し
た
汚
れ
を
軽
く
拭
き
取
る
か
、

ご
く
稀
に
お
風
呂
に
入
る
か
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
入
浴
を
し
ま
す
。
日
本
の

温
泉
は
非
常
に
熱
い
で
す
が
、
慣
れ
て

き
た
ら
と
て
も
気
持
ち
い
い
で
す
。
バ

ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
の
温
泉
施
設

ヴ
ィ
タ
・
ク
ラ
シ
カ
に
あ
る｢

日
本
の

お
風
呂｣

は
高
級
な
も
の
で
、
味
わ
え

る
方
々
が
な
か
な
か
い
な
い
で
す
。

　
「
式
典
」、「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
の
披
露
」

と
い
っ
た
公
式
イ
ベ
ン
ト
も
と
て
も
面

白
く
、
準
備
・
演
出
な
ど
が
完
璧
で
し

た
。
た
だ
、
式
典
な
ど
の
来
賓
の
中
で
、

女
性
比
率
が
非
常
に
低
く
驚
き
ま
し
た
。

昔
の
ド
イ
ツ
（
私
の
若
か
っ
た
頃
）
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
現
在
の
ド
イ
ツ
で

は
、
公
式
な
イ
ベ
ン
ト
に
男
性
し
か
参

加
し
な
い
の
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
私
に
と
っ
て
面
白
か
っ
た
の
が
、

式
典
な
ど
で
他
の
市
町
村
が
表
彰
さ
れ

た
り
、
公
式
な
訪
問
者
が
歓
迎
さ
れ
る
、

日
本
独
特
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　

竹
田
市
長
と
市
の
行
政
は
関
係
者
を

結
び
つ
け
る
目
的
を
達
成
し
、
竹
田
市

の
地
位
を
固
め
ま
し
た
。

　

今
回
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市

と
共
に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
市
と
タ
ー
バ
ー
ツ

市
か
ら
の
代
表
も
、
共
に
竹
田
市
の
公

式
行
事
に
参
加
が
で
き
、
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
竹
田
市
と
直
入
町
の
友
人
、
こ

れ
ま
で
の
友
好
関
係
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

竹
田
市
「
岡
藩
城
下
町
４
０
０
年
祭
」

ド
イ
ツ
と
の
友
好
の
輪

さ
ら
に
広
が
る

別
れ
の
時
が
と
て
も
辛
か
っ
た
…

ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ヒ
ン
ダ
レ
「
竹
田
市
に

来
る
と
き
は
毎
回
、
完
璧
な
準
備
と
親

切
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
。
今
回
も
そ
う
で
し
た
。

別
れ
は
辛
か
っ
た
で
す
。
日
程
は
よ
く

準
備
さ
れ
、
想
い
出
を
心
に
刻
み
つ
け

る
時
間
も
十
分
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

名
誉
市
民
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

光
栄
で
す
。
友
好
関
係
の
た
め
に
励
ん

で
こ
ら
れ
た
竹
田
市
の
職
員
の
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
ま
た

再
会
が
で
き
た
ら
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
」

ソ
プ
カ
夫
妻 「
昔
か
ら
の
友
人
と
再
会

が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
、
旅
立
つ
前

か
ら
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
も
て

な
し
と
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
演
出

な
ど
は
最
高
級
の
も
の
で
し
た
。
そ
れ

ら
全
て
の
印
象
は
ず
っ
と
私
た
ち
の
心

に
残
り
ま
す
。
両
市
の
関
係
が
今
回
よ

り
深
く
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
竹
田

市
と
直
入
を
心
か
ら
愛
し
て
い
ま
す
。

別
れ
は
と
て
も
辛
か
っ
た
で
す
が
、
素

晴
ら
し
い
日
々
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」

←久しぶりの再会。
　9 月 28 日直入支所での
　歓迎会
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生き活き
興
起

厚生労働省パッケージ事業　あなたが開ける　チャンスの扉！

実証・実践活動展開中!  　　　　　　　

column & news

　
先
日
、
竹
田
ア
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
２
０
１
２
（
10
／
６-

10
／
21
）

の
準
備
の
た
め
、
竹
田
出
張
に
行
っ
て
い
た
学
生
が
帰
っ
て
き
て
、

Ｈ
Ｐ
（http://kw

z-labtaketa2012.seesaa.net/

）
を
作
成
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ど
れ
ど
れ
と
覗
き
込
む
と
、
城
下
町
の
鳥
瞰
図
が
壁
い

っ
ぱ
い
に
描
か
れ
て
あ
り
ま
す
。
確
か
に
こ
の
辺
り
に
電
波
塔
の
よ

う
な
も
の
が
あ
っ
た
な
、
な
ど
と
思
い
返
し
て
い
る
と
、
一
年
前
の

記
憶
が
少
し
ず
つ
甦
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
10
月
研
究
室
の
秘
書
と
し
て
着
任
早
々
、
竹
田
城
下
町
調
査

に
同
行
し
た
の
で
す
。
城
下
町
に
車
で
入
り
荷
物
を
ホ
テ
ル
に
預
け

て
、
予
め
研
究
員
が
用
意
し
て
く
れ
た
地
図
を
手
に
町
を
散
策
し
ま

し
た
。
白
漆
喰
の
壁
、不
揃
い
に
積
ま
れ
て
い
る
石
段
、石
畳
の
小
道
、

武
家
屋
敷
通
り
沿
い
の
塀
、
ど
れ
も
私
の
住
む
町
に
は
な
い
も
の
で
、

歴
史
が
日
常
の
風
景
に
溶
け
込
ん
で
い
る
様
子
が
と
て
も
新
鮮
で
し

た
。

　
崖
の
す
ぐ
下
、
趣
の
あ
る
門
の
隣
に
竹
田
市
立
図
書
館
が
あ
り
ま

す
。
本
館
だ
け
で
な
く
、
所
蔵
庫
も
見
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
、
靴
を
脱
い
で
倉
の
中
に
入
り
ま
し
た
。
古
い
本
が
ず
ら
り
と
並

び
、
生
き
て
い
る
辞
書
の
よ
う
な
司
書
の
方
が
、
所
蔵
し
て
い
る
貴

重
な
本
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
時
間
の
関
係
で
岡
城
に
上
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
散
策
の
途
中
で
お
会
い
し
た
方
の
ご
厚
意
で
、
頂
上
近
く
ま
で

車
に
乗
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
車
を
降
り
、
山
の
中
か
ら
生
え
て

き
た
か
の
よ
う
に
ど
っ
し
り
と
積
ま
れ
て
い
る
石
垣
を
足
早
に
上
る

と
、
鬱
蒼
と
し
た
緑
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
城
下
町
が
見
え
る
場

所
も
御
存
知
で
、
山
々
の
間
に
先
ほ
ど
ま
で
歩
い
て
い
た
町
全
体
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
竹
田
が
ど
の
よ
う
な
町
か
を
語
る
に
は
、
２
日
間
の
滞
在
だ
け
で

は
短
過
ぎ
ま
す
。
た
だ
、
竹
田
城
下
町
を
歩
い
て
い
る
と
、
ど
こ
に

い
て
も
誰
か
の
庭
に
い
る
よ
う
な
不
思
議
な
安
心
感
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
山
と
河
に
囲
ま
れ
た
地
形
の
せ
い
な
の
か
、竹
田
の
人
々

が
創
り
出
す
空
気
に
よ
る
も
の
か
。
次
に
竹
田
を
訪
れ
た
ら
探
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

竹田雑感　　♯３4
〜調査研究を通してみた竹田〜

「竹田城下町を歩いていると、どこにいても
　　誰かの庭にいるような不思議な安心感がありました」

東京大学川添研究室　草　野　充　子

　竹田市経済活性化促進協議会では、厚生労働省の地域雇用創造推進事業
（通称パッケージ事業）や緊急雇用対策事業を活用して、地域福祉や健康づ
くり、環境・エネルギーの各分野での担い手育成と活動拠点の整備など仕
組みづくりに取り組んでいます。地域福祉分野では、介護保険など公的な
サービスでは届きにくい生活支援サービスや気軽に集える「寄り合いの場」
などで活動する「暮らしのサポーター」の養成講習会を開催しています。
また、モデル地区を選定し拠点となる施設として “ 暮らしのサポートセン
ター・久住「りんどう」” を９月 21 日に本格オープンさせたところです。
　なお、健康づくり分野で養成された健康運動インストラクターの組織と
して「竹田ヘルスフィットネス」が９月 27 日に設立され、くらサポ「りん
どう」で健康運動教室等を実施しているところです。

　協議会では、関係機関と連携しながら「く
らサポ」の他地域での立上げ支援や暮らしの
サポーターの養成を行ってまいります。今後
のセミナーの開催状況については、以下の
ホームページをご覧ください。また、くらサ
ポ「りんどう」の活動の様子についてはホー
ムページをご覧ください。

　協議会ホームページ　http//taketa-ikiiki.org
　くらサポ「りんどう」　http//taketa-kurasapo-kujyuu.org
★セミナー開催と募集のお知らせ　竹田市経済活性化促進協議会　☎ 62-2122

（暮らしのサポートセンター）
（竹田ヘルスフィットネス）

●「歴史文化交流パートナーシップ宣言」の
　大阪府茨木市からお知らせ

「千羽鶴」・「波千鳥」をテーマに
　　－鎌倉から大分・竹田へ
　志野茶碗に日本の古来の美と人間の
愛と死、哀歓とが微妙に重なりあう川
端文学の世界――

期　間　10 月 7 日㈰～ 12 月 27 日㈭
　　　　9：00 ～ 17：00 ／火曜日・祝
　　　　日の翌日休館
場　所　茨木市立川端康成文学館
　　　　（大阪府茨木市上中条２丁目 11-25）
入場料　無　料

○主な展示内容
　『千羽鶴』初版本、『千羽鶴』・『波千
鳥』初出誌、作品の成立過程と舞台の
紹介、大分から知人に宛てた川端康成
書簡、文学碑拓本（大分県九重飯田高原）
など

●お問い合せ
　川端康成文学館　☎ 072-625-5978
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7.12　竹田市豪雨災害「第 2 回検証会議」

７
・
12　
竹
田
市
豪
雨
災
害
「
第
２
回
検
証
会
議
」

住
民
と
の
情
報
共
有
を
復
興
へ
の
礎
に

　
７
月
12
日
に
発
生
し
た
竹
田
市
豪
雨
災
害
に

伴
う
第
２
回
検
証
会
議
が
、
10
月
15
日
㈪
に
竹

田
市
役
所
本
庁
舎
の
３
階
会
議
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

９
月
14
日
に
開
催
し
た
第
１
回
検
証
会
議

に
お
け
る
関
係
機
関
か
ら
の
課
題
整
理
、
そ
し

て
９
月
19
日
の
被
災
自
治
会
の
自
治
会
長
へ
の

検
証
会
議
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
経

て
、
今
回
の
第
２
回
検
証
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
議
は
、
各
地
区
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

情
報
・
意
見
等
を
市
と
共
有
し
、
災
害
に
対
す

る
課
題
を
整
理
し
た
う
え
、
全
体
で
思
い
を
ひ

と
つ
に
し
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。

　

山
手
・
拝
田
原
・
阿
蔵
・
玉
来
東
・
玉
来
西
・

恵
良
・
川
床
下
・
下
矢
倉
・
屏
風
ヶ
淵
・
岩
瀬
・

南
河
内
等
の
自
治
会
か
ら
の
代
表
者
と
そ
の
他

被
災
さ
れ
た
方
、
計
37
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
河
川
工
学
の
専
門
家
で
あ
る
中
野
昭

先
生
に
も
有
識
者
と
し
て
ご
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

冒
頭
に
市
長
が
「
住
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
が

情
報
を
共
有
し
、
災
害
対
策
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
を
国
県
ほ
か
の
関
係
機
関
に
訴
え
て
い
く

こ
と
と
し
た
い
。
自
然
の
前
で
は
人
間
の
出
来

る
こ
と
は
限
ら
れ
る
が
、
人
間
の
力
を
も
っ
て

し
か
災
害
を
減
じ
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
も

事
実
。
し
っ
か
り
意
見
を
集
約
し
た
い
。」
と

あ
い
さ
つ
、
続
い
て
、建
設
課
長
か
ら
検
証
会

議
の
目
的
・
経
過
等
に
つ
い
て
や
、
７
月
12
日

前
後
の
降
雨
の
状
況
等
に
つ
い
て
、
平
成
２
年

豪
雨
と
の
比
較
を
交
え
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
自
治
会
長
や
被
災
さ
れ
た
方
々
か

ら
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
的
な
ご
意
見
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
竹
田
調
整
池
堰
（
通
称
　
魚
住
ダ
ム
）
に
つ

　い
て

　◦
ダ
ム
底
に
充
分
な
深
さ
は
あ
っ
た
の
か
？

　　
ダ
ム
湖
に
堆
積
し
た
土
砂
の
影
響
が
あ
る

　　
の
で
は
？

　◦
放
流
は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
た
か
？

　◦
日
常
の
ダ
ム
管
理
は
ど
う
な
っ
て
い
る

　　
か
？

　な
ど
、
ダ
ム
の
管
理
や
、
放
流
の
状
況
等
に

　つ
い
て
詳
細
に
説
明
し
て
ほ
し
い
。

・
河
川
の
整
備
に
つ
い
て
、
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト 

　や
護
岸
工
事
の
あ
り
方
、
河
川
の
堆
積
土
砂

　の
処
理
や
河
床
掘
削
等
、対
策
を
。
ま
た
、　堤

　防
の
か
さ
上
げ
や
河
川
の
拡
幅
が
必
要
。

・
流
木
に
つ
い
て
対
策
が
必
要
。
ま
た
、
流
木

　
が
引
っ
か
か
る
こ
と
に
よ
り
、
河
川
を
塞
い

　で
し
ま
っ
た
橋
の
構
造
に
つ
い
て
対
策
を
。

・
玉
来
川
の
氾
濫
を
防
ぐ
た
め
の
ダ
ム
の
早
期

　
建
設
や
、
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
等
、
河
川
を
監
視

　す
る
体
制
を
強
化
を
す
べ
き
。

・上
流
域
に
大
雨
が
降
っ
た
場
合
、
下
流
域
は

　
そ
の
影
響
を
確
実
に
受
け
る
。
上
流
域
の
自

　
治
体
と
連
携
を
強
化
し
、
情
報
連
絡
網
を
構

　築
す
べ
き
。

・
Ｊ
Ｒ
の
敷
石
が
、道
路
・
人
家
に
流
入
し
、
多

　
大
な
被
害
を
受
け
た
。
今
後
ど
う
対
処
す
る

　の
か
。

・
河
川
合
流
点
で
の
逆
流
現
象
の
問
題
に
つ
い

　て
原
因
等
の
究
明
を
。

・
孤
立
状
態
を
防
止
す
る
た
め
の
道
路
・
橋
り

　ょ
う
の
強
化
を
。

・
大
野
川
水
系
で
も
逆
流
現
象
が
起
こ
っ
て
い

　
る
。
稲
葉
川
、
玉
来
川
と
あ
わ
せ
て
検
証
を

　す
べ
き
。

・
稲
葉
川
や
す
ら
ぎ
公
園
は
、
排
水
が
不
備
。

　水
捌
け
が
よ
く
な
る
よ
う
に
対
処
を
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
具
体
的
事
実
に
基
づ
い
た

多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
こ
の
検
証
会
議
に
限
ら
ず
、
被

災
さ
れ
た
方
々
へ
の
救
済
策
の
検
討
、
農
業
災

害
に
つ
い
て
の
対
策
等
に
も
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
進
め
て
い
く
。」
と
述

べ
、
こ
の
会
議
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

次
回
、
３
回
目
の
検
証
会
議
は
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
公
共
土
木
の
災
害
査
定
が
終
了
し
、

復
興
へ
の
一
定
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
段
階
で

行
い
ま
す
。

　

第
３
回
検
証
会
議
で
は
、
今
回
集
約
し
た
問

題
に
対
す
る
関
係
機
関
か
ら
の
回
答
を
市
民
の

皆
さ
ん
と
共
に
聞
く
と
と
も
に
、
検
証
結
果
を

基
に
必
要
な
こ
と
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
の
重

要
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

↑第２回検証会議（竹田市本庁舎３階会議室）



2012年11月発行9

千
羽
鶴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

み
ん
な
の
思
い
が
ひ
と
つ
に
！

６
千
羽
の
折
り
鶴
が
岡
城
に
舞
う

　
９
月
30
日
、
岡
城
駐
車
場
会
場
で

は
災
害
復
興
へ
の
祈
り
を
込
め
『
千

羽
鶴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
題
し
、
来

場
さ
れ
た
方
に
折
り
鶴
を
お
持
ち
い

た
だ
き
、
み
ん
な
で
千
羽
鶴
を
完
成

さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
事
前
に
呼
び
か
け
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
約
６
千
羽
も
の
折
り
鶴
が

届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
か
ら
３
か
月
が
経
過

し
、
多
く
の
方
が
今
な
お
竹
田
に
思

い
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

心
よ
り
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

届
け
ら
れ
た
折
り
鶴
は
災
害
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
と
も
な
っ
た「
サ
ン
チ
ャ

ゴ
の
鐘
」
の
レ
プ
リ
カ
と
と
も
に
、

現
在
、
歴
史
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

心
の
こ
も
っ
た「
折
り
鶴
」に
感
謝
！

　

岡
藩
の
領
地
（
飛
び
地
）
と
し
て
、

参
勤
交
代
の
港
町
と
し
て
栄
え
た
大

分
市
三
佐
か
ら
、
三
佐
の
曳
山
文
化

を
担
う
グ
ル
ー
プ「
三
佐
若
連
」（
大

年
番・下
台
昌
彦
代
表
）の
み
な
さ
ん

が
会
場
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
竹
田
城
下
町
を
活
気

づ
け
よ
う
と
、
竹
田
夏
越
祭
り
や
岡

藩
子
ど
も
祭
り
等
で
、
伝
統
の
山
車

に
よ
る
「
竹
田
巡
行
」
を
披
露
し
た

「
三
佐
若
連
」
の
み
な
さ
ん
。
こ
の

日
の
た
め
に
、
メ
ン
バ
ー
の
家
族
や

三
佐
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
通
じ
児
童
が

協
力
し
て
折
っ
て
く
れ
た
『
折
り
鶴
』

約
３
千
羽
を
持
参
し
て
く
れ
、
改
め

て
歴
史
的
な
深
い
つ
な
が
り
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

１
羽
１
羽
を
大
切
に
つ
な
い
で「
千
羽
鶴
」に

　

10
月
９
日
、
会
場
に
持
ち
寄
っ
て

い
た
だ
い
た
折
り
鶴
に
糸
を
通
し
、

「
千
羽
鶴
」
に
加
工
す
る
作
業
が
竹

田
市
野
外
活
動
施
設
（
そ
う
ぞ
う
の

丘
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
加
工
作
業

を
受
け
て
く
れ
た
の
は
、
今
回
の
宣

伝
活
動
等
に
も
多
大
な
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た「
真
多
呂
人
形
竹
田
支
部
」

（
小
河
シ
ズ
子
代
表
）
14
名
の
み
な

さ
ん
。
折
り
紙
の
色
の
選
別
に
始
ま

り
、
１
羽
ず
つ
大
切
に
糸
を
通
す
作

業
は
根
気
が
い
り
ま
す
。

　
「
鶴
を
折
ら
れ
た
み
な
さ
ん
の
１

羽
１
羽
に
込
め
ら
れ
た
復
興
へ
の
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
ね
」
と
話
す

小
河
代
表
。
完
成
後
、竹
田
市
立
歴

史
資
料
館
に
て
「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
」

と
共
に
展
示
公
開
さ
れ
る
予
定
で

す
。

①思いの込められた折り鶴　②千羽鶴はサンチャ
ゴの鐘とともに展示しています　③小学２年生、
３年生の姉妹が折ってくれた千羽鶴　④当日の来
場者にも鶴を折っていただきました　⑤千羽鶴を
届けてくれた大分市の三佐若連のみなさん

①

③

⑤

②

④

↑折り鶴を加工する真多呂人形竹田支部のみなさん

　

収
穫
の
秋
を
迎
え
て
、
多
く
の

地
域
で
喜
び
の
伝
統
行
事
や
祭
り

が
多
彩
に
行
わ
れ
た
。

　

７
月
の
大
水
害
が
残
し
た
傷
は

癒
え
切
っ
て
は
い
な
い
が
、「
み
ん

な
で
励
ま
し
あ
っ
て
頑
張
ろ
う
よ
」

と
い
う
掛
け
声
を
あ
ち
こ
ち
の
地

域
で
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
回
の
水
害
で
最
も
大
き

な
被
害
を
受
け
た
地
区
の
ひ

と
つ
、
川
床
地
区
で
も
災
害

に
負
け
ず
例
年
通
り
森
山
神

社
の
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
た
。

　

そ
れ
に
は
、
毎
年
森
山
神

社
に
神
楽
を
奉
納
す
る
菅
生
・

禰ね

ぎ

の
疑
野
神
社
の
神
楽
座
の
方

か
ら
の
「
も
う
一
度
み
ん
な

で
立
ち
上
が
っ
て
ほ
し
い
と

願
い
な
が
ら
舞
を
奉
納
さ
せ

て
も
ら
い
ま
す
」
と
い
う
温

か
い
言
葉
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
地
区
の
方
は
語
る
。

　

森
山
神
社
ま
で
の
道
は
、

整
備
さ
れ
て
い
た
護
岸
が
こ
と

ご
と
く
ま
さ
に『
木
っ
端
微
塵
』

に
打
ち
砕
か
れ
た
川
岸
に
あ
っ

た
。神
社
へ
の
坂
道
を
上
る
と
、

『
災
害
復
興
祈
願
禰
疑
野
神
楽

友
情
の
舞
』
と
書
か
れ
た
垂
れ

幕
と
、
地
域
の
方
の
笑
顔
が
迎

え
て
く
れ
た
。
世
代
を
超
え
て

地
域
と
地
域
の
心
を
結
ん
で
く

れ
る
神
楽
の
舞
い
。

　

こ
の
日
、
都
会
か
ら
戻
っ
て

き
て
い
た
若
い
ご
家
族
は
、
被
災

に
負
け
ず
故
郷
に
住
み
続
け
る
父

母
や
祖
父
母
の
生
き
ざ
ま
を
誇
り

に
感
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

境
内
か
ら
望
む
田
ん
ぼ
に
は
、

豊
か
に
実
っ
た
黄
金
色
の
稲
穂
が

誇
ら
し
げ
に
揺
れ
て
い
た
。

↑「友情の舞」をおくる菅生・禰疑野神社神楽座

秋祭を無事迎えて、活気づく
上川床地区のみなさん
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■

地
域
の
絆
に
よ
っ
て
家
族
の
命
を
救
わ
れ
た
■

「
助
け
合
い
な
が
ら
、前
向
き
に
生
き
る
」

被
災
地
の
拝
田
原
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す
る
小お

沢ざ
わ
ひ
ろ洋

志し

さ
ん
（
32
歳
）

　
７
月
12
日
、
午
前
６
時
前
。
近
所

に
住
む
小
学
校
の
同
級
生
が
避
難
を

は
じ
め
た
と
聞
い
た
。
自
分
も
川
の

様
子
を
見
に
行
く
が
、
ま
だ
上
が
っ

て
は
い
な
い
。
車
の
移
動
さ
せ
よ
う

か
と
話
し
て
い
た
、
ま
さ
に
そ
の
時
、

「
川
が
上
が
っ
た
！
」
と
い
う
一
声

が
遠
く
で
聞
こ
え
た
。
急
い
で
家
に

帰
り
、
子
ど
も
た
ち
を
起
こ
し
て
車

で
高
台
に
避
難
し
た
。

　

午
前
６
時
過
ぎ
、
激
し
い
雨
に
視

界
は
ま
だ
悪
い
。
何
か
２
階
に
あ
げ

て
お
き
た
い
と
も
う
一
度
家
に
戻
る

が
、
水
は
す
で
に
膝
丈
く
ら
い
ま
で

立ち上がる人々

に
迫
っ
て
い
た
。
瞬
く
間
に
濁
流
は

店
内
に
流
れ
込
み
、
な
す
す
べ
も
な

く
逃
げ
る
し
か
、
も
は
や
選
択
肢
は

な
か
っ
た
。

　

午
前
11
時
前
。
道
を
塞
ぐ
巨
大
な

流
木
。
膝
上
ま
で
埋
ま
る
程
の
泥
沼

と
化
し
た
道
路
。
避
難
場
所
か
ら
ひ

た
す
ら
歩
い
て
、家
の
前
に
よ
う
や
く

た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
泥
に

ま
み
れ
た
厨
房
に
あ
る
業
務
用
の
冷

蔵
庫（
約
３
０
０
㎏
）、ソ
フ
ァ
、テ
ー

ブ
ル
も
何
も
か
も
ひ
っ
く
り
返
さ

れ
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
た
。

ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
て
い
い
か
見
当

も
つ
か
ず
、言
葉
が
で
て
来
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
救
い
の
手
は
そ
の
日
の

午
後
に
現
れ
る
。
商
工
会
議
所
青
年

部
や
同
級
生
、
野
球
チ
ー
ム
の
仲
間

た
ち
が
「
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
？
」、「
手
伝
う
こ
と
は
な
い
か
？
」

と
、
ス
コ
ッ
プ
を
片
手
に
、
泥
ま
み

れ
の
姿
で
店
ま
で
歩
い
て
き
て
く
れ

た
の
だ
っ
た
。
す
ご
く
有
難
か
っ
た
。

温
か
い
言
葉
と
そ
の
行
動
力
に
、
希

望
を
見
失
い
か
け
た
自
分
は
、
助
け

ら
れ
た
。

　

か
つ
て
平
成
２
年
に
も
玉
来
川
が

氾
濫
し
、
こ
の
地
区
で
レ
ス
ト
ラ
ン

を
経
営
す
る
小
沢
さ
ん
宅
は
同
じ
よ

う
に
水
害
に
襲
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

当
時
は
小
学
校
低
学
年
だ
っ
た
が
、

レ
ス
ト
ラ
ン
は
浸
水
し
、
そ
の
恐
ろ

し
さ
は
遠
い
記
憶
と
し
て
今
も
残
っ

て
い
る
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
料
理
が
得
意

だ
っ
た
小
沢
さ
ん
。〝
美
味
し
い
〟

と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
嬉
し

く
て
、
い
つ
し
か
父
親
の
跡
を
継

ぐ
こ
と
を
決
意
し
、
料
理
人
を
目

指
し
て
い
た
。

　

高
校
卒
業
後
、
東
京
、
名
古
屋
の

修
行
時
代
を
経
て
、
23
歳
の
時
に
故

郷
竹
田
に
Ｕ
タ
ー
ン
。
家
で
の
や
り

方
や
、
教
え
て
も
ら
い
た
い
こ
と
が

山
ほ
ど
あ
る
。
同
じ
厨
房
に
立
ち
な

が
ら
、
寡
黙
な
父
親
の
背
中
を
追
い

続
け
て
い
た
。

　

し
か
し
、７
年
前（
２
０
０
５
年
）、尊

敬
す
る
父
親
を
病
気
で
亡
く
し
た
。

　
「
父
が
建
て
た
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

は
、
愛
着
が
あ
っ
て
、
思
い
入
れ
の

深
い
場
所
。
こ
の
地
で
も
う
１
回
頑

張
っ
て
や
ら
ん
と
い
か
ん
…
」

　

店
内
か
ら
の
泥
出
し
作
業
の
日

々
。「
早
く
包
丁
が
握
り
た
い
」
と
、

辛
い
時
期
も
あ
っ
た
。
営
業
再
開
ま

で
、
実
に
２
か
月
半
を
要
し
た
。

　

そ
し
て
、
再
オ
ー
プ
ン
を
迎
え

た
10
月
１
日
。
店
内
に
は
再
開
を

待
ち
望
ん
だ
客
が
ラ
ン
チ
を
お
い

し
そ
う
に
食
べ
て
い
る
姿
が
あ
っ

た
。『（
再
開
で
き
て
）
よ
か
っ
た
！

ま
た
食
べ
に
来
ま
す
！
』
と
声
を

掛
け
ら
れ
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
店
を
頑
張
っ
て
、

支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
に
少
し
で

も
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
」
と
、
決
意
を
新
た
に
す
る
小
沢

洋
志
さ
ん
。
人
と
人
の
『
絆
』
を
大

切
に
す
る
と
い
う
気
持
ち
も
ま
た
、

こ
の
地
で
、
亡
き
父
親
か
ら
引
き
継

が
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

水
害
を
乗
り
越
え
て
、
こ
の
地
で

今
、
立
ち
上
が
る
。

↑生々しく泥水位の跡が残る店の外壁（地面から高さ約２㍍ 30㌢）

↑７月 12 日、水害直後の厨房。  
　重さ約 300㎏の冷蔵庫が倒さ
　れていた（写真上）
　リニューアルオープンを迎えた
　店内（写真下）

↑「少しでもみなさんへの恩
　返しができればと思ってい
　ます」と話す小沢さん

■

温
か
い
励
ま
し
で
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
へ
■

「
恩
を
返
す
た
め
に
、こ
の
地
で
頑
張
る
」

被
災
し
た
宮
城
地
区
・
川
床
下
自
治
会
長
　
荒あ

ら
が
ね金

義よ
し
て
る輝

・
知と

も

美み

さ
ん
ご
夫
妻
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市
外
で
建
築
関
係
の
仕
事
を
し
て

お
り
、
単
身
赴
任
を
し
て
い
る
川
床

下
自
治
会
長
の
荒
金
義
輝
さ
ん
（
48

歳
）。
7
月
12
日
、
災
害
の
一
報
を

受
け
て
、竹
田
へ
の
家
路
を
急
い
だ
。

途
中
、
車
を
下
流
に
停
め
て
、
水
害

に
遭
っ
た
道
を
２
時
間
か
け
て
歩
い

た
。
倒
さ
れ
た
電
柱
、
流
木
が
引
っ

掛
か
っ
た
橋
、
陥
没
し
た
道
路
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
不
安
が
募
る
。

午
後
２
時
、
よ
う
や
く
自
宅
に
着
い

た
。
田
ん
ぼ
は
や
ら
れ
た
。
悲
し
く

て
、
言
葉
に
な
ら
な
い
。
浸
水
し
た

家
の
中
も
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
だ
っ
た
。

　

妻
・
知
美
さ
ん
に
よ
れ
ば
朝
６
時

前
、ド
ン
ド
ン
ド
ン
と
戸
を
叩
く
音
。

近
所
の
方
が
起
こ
し
て
く
れ
て
、
急

い
で
長
男
亮
太
く
ん
（
11
歳
）
と
長

女
由
妃
（
７
歳
）
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て

高
台
に
あ
る
隣
り
の
家
に
逃
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
時
に
は
す
で
に

玄
関
先
ま
で
水
が
迫
っ
て
お
り
、
あ

と
少
し
遅
れ
た
ら
水
の
中
で
目
が

覚
め
て
い
た
だ
ろ
う
。
何
か
あ
っ
た

時
に
声
を
か
け
て
、
気
が
付
い
て
く

れ
て
、
思
い
や
っ
て
く
れ
る
。
知
美

さ
ん
は
「
あ
あ
、
つ
な
が
っ
て
い
た

ん
だ
。」
と
、
改
め
て
地
域
の
〝
絆
〟

を
再
確
認
で
き
た
と
話
す
。

　

川
床
下
地
域
は
、
一
時
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
も
遮
断
さ
れ
、
完
全
な
孤
立
状

態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
県
道
小
川

穴
井
迫
線
は
前
後
に
分
断
さ
れ
、
当

然
な
が
ら
川
床
下
自
治
会（
19
世
帯
）

も
分
断
さ
れ
た
。一
部
は
復
旧
し
た

も
の
の
、
大
き
く
遠
回
り
を
し
な
け

れ
ば
、
全
世
帯
を
ま
わ
れ
な
い
状
況

の
日
々
。
仮
設
道
路
が
完
成
し
た
10

月
２
日
、
よ
う
や
く
自
治
会
内
を
通

る
道
が
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

荒
金
自
治
会
長
の
川
床
下
の
自
宅

は
、
妻
・
知
美
さ
ん
の
実
家
。
荒
金

さ
ん
家
族
は
６
年
前
に
引
っ
越
し
て

き
て
、
地
域
の
ご
年
配
の
方
々
か
ら

農
業
を
親
切
に
教
え
て
も
ら
っ
た
。

こ
の
都
会
に
は
な
い
つ
な
が
り
に
感

動
を
覚
え
た
と
い
う
。

　
「
地
域
の
つ
な
が
り
に
一
番
感
謝
し

て
い
る
。
こ
こ
で
頑
張
ろ
う
と
思
う
。

復
興
し
て
も
、
こ
の
地
に
残
ろ
う
と

決
め
た
」

　

玉
来
ダ
ム
の
早
期
着
工
、
県
道
の

拡
張
な
ど
『
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
』
を
切
に
望
ん
で
い
る
荒
金
さ
ん

ご
夫
妻
。

　
「
高
齢
の
方
は
こ
れ
か
ら
農
業
を

ど
う
し
よ
う
と
嘆
く
。
で
も
、
地
域

で
お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
、〝
先
〟

を
信
じ
て
前
向
き
に
生
き
た
い
」

　

田
ん
ぼ
側
の
道
路
沿
い
に
は
、ま
る

で
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
、美
し
い

コ
ス
モ
ス
の
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
た
。

↑被災直後の宮城地区川床下付近の航空写真

↑当時、流木や瓦礫が散乱していた田んぼ。
　まだ傷痕の残る光景を見つめる荒金自治会長

↑被害の少なかったカボスを収穫する荒金ご夫妻

支援の手

離れていても
故郷竹田を応援!
―「Cheer!! Taketa」メンバーが復興支援ブース出展―
　2012 年 10 月７日・８日、東京都世田谷
区豪徳寺で『沖縄祭り』が開催されました。
　７回目となる今年は、東日本復興支援とこ
の度の九州北部豪雨被害への支援を目的と
して、復興支援ブースが設けられました。
　竹田市からは、「7.12 竹田大水害」発生後、
故郷を応援しようと、竹田出身の若者が中心
となって立ち上げられたグループ「Cheer!! 
Taketa」（チア !! 竹田）のメンバーが出展し
ました。竹田のカボスや椎茸の販売で特産品
をアピールするとともに、募金箱も設置し、
竹田への復興支援を呼びかけました。

仙台市民から
心温まる義援金が届く!
　この度の竹田市大水害の被災者に対して、
９月 29 日、姉妹都市・宮城県仙台市から幅
広く仙台市民から募った義援金 4,137,167 円
が竹田市に贈られました。
　仙台市のみなさんの温かい心遣いに深く感
謝申し上げます。

↑首藤市長に義援金を手渡す藤本章仙台市副市長と志賀秀一仙
　台 竹田事務所長

←竹田の特産品をア
　ピールする竹田出
　身の「チア !! 竹田」 
　のメンバー
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有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出
会いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味
　昭和27年、取材旅行を兼ね、
友人高田力蔵の案内で竹田市を訪
れ、竹田高校で講演した川端との
縁は、まさに目には見えない力だ
けれど、神の配剤としか思えない。

市長コラム
〈第40 回〉

４
０
０
年
祭
で
芽
吹
い
た
力

　

岡
藩
城
下
町
４
０
０
年
祭
が
、
何
を
生
み
出
そ
う
と
し
た

か
を
感
じ
た
人
は
少
な
く
な
い
と
思
う
。
特
に
、
歴
史
や
文

化
が
生
み
出
す
人
と
人
、
地
域
と
地
域
の
縁
を
活
か
す
と
い

う
作
業
は
未
来
に
向
け
て
限
り
な
い
ロ
マ
ン
と
可
能
性
を
宿

す
こ
と
に
も
気
付
か
さ
せ
て
く
れ
た
。

　

過
去
に
蒔
か
れ
た
種
が
い
ま
光
を
授
け
ら
れ
、
未
来
に
希

望
と
い
う
名
の
大
輪
を
花
開
か
せ
る
。
そ
ん
な
ワ
ク
ワ
ク
す

る
よ
う
な
作
業
を
み
ん
な
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か

ら
、
こ
ん
な
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
。

　

た
と
え
ば
。
瀧
廉
太
郎
先
生
が
蒔
か
れ
た
種
は
ド
イ
ツ
・

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
飛
ん
だ
。

　

昨
年
そ
の
こ
と
を
縁
に
し
て
竹
田
市
民
が
瀧
廉
太
郎
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
に
招
か
れ
た
。
共
有
し
た
感
動
を
膨
ら
ま
せ
て

い
き
た
い
と
、
今
回
の
４
０
０
年
祭
に
は
同
市
の
欧
州
・
国

際
関
係
室
ガ
ブ
リ
エ
レ
・
ゴ
ル
ド
フ
ー
ス
室
長
と
同
市
の
独

日
協
会
の
ケ
ニ
ー
・
ク
フ
タ
専
務
理
事
が
初
め
て
廉
太
郎
ゆ

か
り
の
竹
田
市
を
訪
れ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
日
本
を
代
表

す
る
天
才
作
曲
家
の
感
性
を
育
て
た
町
の
素
晴
ら
し
さ
に
感

動
し
た
。
そ
の
結
果
。
彼
ら
は
市
民
交
流
を
提
案
し
、
そ
し

て
今
年
の
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー

ル
に
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
館
長
で
あ
る
ユ
ル
ゲ

ン
・
エ
ル
ン
ス
ト
氏
（
国
際
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
基
金
事
務

総
長
）
を
竹
田
市
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
廉
太
郎

は
自
分
の
蒔
い
た
種
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
花
開
く
こ
と
を

ど
う
受
け
止
め
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
方
、
４
０
０
年
祭
の
主
役
で
あ
っ
た
中
川
秀
成
公
は
、

父
親
清
秀
が
治
め
て
い
た
大
阪
府
茨
木
市
か
ら
現
職
の
市

長
、
議
長
に
加
え
、
20
年
来
の
交
流
が
あ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
面
々
が
式
典
に
顔
を
そ
ろ
え
た
こ
と
に
驚
い
た
で
あ

ろ
う
。
親
子
の
関
係
が
発
展
し
て
、
い
ま
歴
史
・
文
化
姉
妹

都
市
の
締
結
を
導
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
も
あ
る
か
ら
。

　

さ
ら
に
、
源
義
経
で
あ
る
。
岡
城
は
兄
頼
朝
か
ら
逃
れ
よ

う
と
し
た
義
経
を
迎
え
る
た
め
に
緒
方
三
郎
惟こ

れ
よ
し栄

が
建
城
し

た
と
さ
れ
る
。
嵐
に
阻
ま
れ
義
経
は
竹
田
に
来
る
こ
と
が
で

き
ず
、
遠
く
岩
手
・
平
泉
に
逃
げ
た
。
も
し
無
事
に
義
経
が

岡
城
に
た
ど
り
着
け
て
い
た
ら
歴
史
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
た

だ
ろ
う
か
…
。
義
経
が
結
び
つ
け
た
竹
田
市
と
世
界
遺
産
登

録
を
果
た
し
た
平
泉
町
は
い
ま
、
そ
の
夢
を
架
け
橋
に
し
て

こ
れ
ま
た
姉
妹
都
市
へ
の
道
を
歩
も
う
と
し
始
め
た
。

　

加
え
て
、
天
空
の
城
と
さ
れ
、
そ
の
形
状
や
竹た

け

田だ

城
と
い

う
名
前
か
ら
、
岡
城
と
深
い
関
係
に
あ
る
は
ず
だ
と
嬉
し
い

誤
解
を
生
ん
で
い
る
朝あ

さ

来ご

市
か
ら
も
、市
長
と
議
長
が
訪
れ
、

こ
れ
ま
た
姉
妹
都
市
づ
く
り
の
構
想
に
着
手
し
た
。
お
隣
の

養や

ぶ父
市
も
加
わ
っ
て
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
姉
妹
都
市
が
誕
生

す
る
日
も
近
い
だ
ろ
う
。
両
市
か
ら
は
、
す
で
に
災
害
支
援

の
職
員
派
遣
を
受
け
て
い
る
。

　

姉
妹
都
市
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
や
音
楽
姉
妹
都

市
で
あ
る
仙
台
市
を
は
じ
め
、
柳
川
市
、
延
岡
市
と
の
さ
ら

な
る
地
域
間
交
流
と
、
そ
し
て
今
回
名
誉
市
民
と
な
ら
れ
た

皆
様
を
は
じ
め
と
す
る
人
材
交
流
が
生
み
出
す
未
来
に
も
大

い
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
文
化
は
時
空
を
越
え
て
人
と
人
を
結
び
、

そ
し
て
地
域
間
交
流
を
生
み
出
し
て
く
れ
る
。

　

と
て
も
大
切
な
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
４
０
０
年
祭
で
あ
る
。

歴
史・文
化
が
人
を
結
び
、地
域
を
結
ぶ

現
代
は
文
化
が
行
政
の
決
め
手 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

←記念式典では、当市と岩手県平泉町、
　大阪府茨木市、兵庫県朝来市・同県
　養父市との間で「歴史文化交流パー
　トナーシップ宣言」が採択された

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

↑「嚶鳴フォーラム in 米沢」（米沢市）

　

10
月
13
日
に
山
形
県
米
沢
市
で

開
催
さ
れ
た
「
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
米
沢
」
に
首
藤
市
長
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
ふ
る
さ
と
の
先
人
の
思
い
を
ま

ち
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
、
心
そ

だ
て
に
活
か
そ
う
と
、
平
成
19
年

か
ら
催
さ
れ
て
い
る
事
業
。
平
成

22
年
度
は
、
竹
田
市
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
米
沢
市
の
先

人
、
上
杉
鷹よ

う
ざ
ん山

。「
成
せ
ば
成
る

成
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
何
事
も
成
ら
ぬ

は
人
の
成
さ
ぬ
な
り
け
り
」。
こ

の
言
葉
を
通
じ
て
、
激
動
の
時
代

を
生
き
抜
く
た
め
に
、
成
せ
ば
成

る
の
精
神
で
、
自
ら
を
奮
い
立
た

せ
地
域
づ
く
り
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
米
沢
」
開
催

故
郷
の
先
人
の
思
い
を

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
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今月のひと

「
い
つ
か
弟
の
よ
う
に
障
が
い
を
も
っ
た

　
　
　
　
子
ど
も
達
を
笑
顔
に
し
た
い
」

少
年
の
主
張
大
分
県
大
会
で
『
弟
の
笑
顔
と
僕
の
夢
』
が
最
優
秀
賞
に
輝
い
た

　

９
月
20
日
、「
平
成
24
年
度
少
年

の
主
張
大
分
県
大
会
」
が
佐
伯
市
弥

生
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
県
内
中

学
校
９
３
６
人
の
応
募
の
中
か
ら
、

原
稿
審
査
を
通
過
し
た
10
名
が
発
表

し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
、
後
藤

健
二
郎
さ
ん
の
『
弟
の
笑
顔
と
僕
の

夢
』。

　

知
的
障
が
い
の
あ
る
６
歳
下
の
弟
の

面
倒
を
み
る
こ
と
が
日
課
の
後
藤
健

二
郎
さ
ん
。
弟
が
３
歳
の
時
に
母
親

は
少
し
で
も
良
く
な
る
な
ら
ば
と
車

で
１
時
間
か
か
る
「
療
育
セ
ン
タ
ー
」

に
送
り
迎
え
を
始
め
ま
し
た
。
療
育

の
効
果
で「
弟
の
笑
顔
」を
喜
び
、
励

ま
さ
れ
る
家
族
。
母
親
の
ひ
た
向
き

な
愛
情
を
尊
敬
し
、
誰
よ
り
も
弟
を

思
い
や
る
誠
実
な
兄
の
健
二
郎
さ
ん
。

　
「
障
が
い
者
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、

偏
見
を
持
っ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
自

分
は
障
が
い
者
の
弟
と
身
近
な
と
こ

後ご

藤と
う

健け
ん

二じ

郎ろ
う

（
竹
田
中
学
校
３
年
）

↑県体会で熱弁する後藤さん

ろ
で
接
し
て
い
て
、
た
い
へ
ん
な
こ
と

も
あ
る
け
ど
、
一
緒
に
乗
り
越
え
た

時
と
か
の
喜
び
は
倍
以
上
あ
る
。
健

常
者
と
障
が
い
者
と
の
差
を
つ
け
る

こ
と
は
よ
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
自
分
自
身
が
も
っ
と
関
わ
り
な

が
ら
、
こ
の
思
い
を
広
げ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
療
育
セ
ン
タ
ー
の
先
生
や

職
員
の
方
が
熱
心
に
関
わ
っ
て
く
れ

た
こ
と
で
、
将
来
の
夢
も
生
ま
れ
た

よ
う
で
す
。

　
『
将
来
、
療
育
セ
ン
タ
ー
の
先
生
に

な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
弟
の
よ
う
に
障
が
い
を
も
っ
た
子

ど
も
達
を
笑
顔
に
し
た
い
、
落
ち
込

ん
で
い
る
家
族
の
人
た
ち
を
元
気
に

し
た
い
、そ
う
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
』

　

家
族
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
素
晴
ら

し
い
夢
の
達
成
に
向
け
て
、
後
藤
健

二
郎
さ
ん
は
今
歩
み
始
め
た
の
で
す
。

※
竹
田
市
か
ら
は
他
に
も
久
住
中
学
校
３
年
の
佐
藤
綾
花

　

さ
ん
が
県
大
会
に
出
場
し
、
優
良
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第 23回豊の国ねんりんピック交流大会の結果
　9 月 23 日、大洲運動公園周辺で「第 23 回豊の国
ねんりんピック」が開催されました。竹田市から出場
の渕野文子さん（90 歳）がゲートボール女子の最高
齢者賞を受賞されました。そのほかの主な成績は次
の通りです。　　　　　　　　　　　（　）内は受賞者氏名。

・ペタンク交流大会：準優勝
・三世代交流グラウンドゴルフ：団体準優勝
   個人（20 歳未満）　準優勝（山口健史）
   個人（20 歳～ 59 歳）準優勝（松田尚也）
   個人（60 歳以上）　準優勝（工藤雄一）
・三世代交流健康マラソン：高齢者男子（70 歳以上）         
　準優勝（熊谷明）

↓
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
最
高
齢
者
賞
を
受

　

賞
さ
れ
た
渕
野
文
子
さ
ん
と
チ
ー
ム

　
上
田
北
の
皆
さ
ん
。（
中
心
が
渕
野
さ

　
ん
）

11
月
１
日
付
人
事
異
動

　

竹
田
市
で
は
、
平
成
24
年
11
月

１
日
付
け
人
事
異
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
人
事
異
動
は
、
防
災
危

機
管
理
官
の
設
置
、
災
害
復
旧
推

進
の
た
め
の
人
員
配
置
及
び
総
務
課

市
長
公
室
設
置
に
よ
る
も
の
で
す
。

【
平
成
24
年
11
月
１
日
付（　

）内
は
旧
役
職
】

■
課　
長

▽
総
務
課
市
長
公
室
長
（
企
画
情

報
課
文
化
・
地
域
振
興
室
長
） 

池

永
徹
▽
生
涯
学
習
課
参
事
兼
中
央

公
民
館
次
長
兼
竹
田
市
文
化
会
館

参
事
兼
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン
タ

ー
所
長
兼
文
化
会
館
係
長
（
生
涯

学
習
課
参
事
兼
中
央
公
民
館
次
長

兼
竹
田
市
文
化
会
館
参
事
兼
Ｂ
＆

Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
） 

阿
部
泰
治

■
課
長
補
佐

▽
総
務
課
市
長
公
室
長
補
佐
（
企

画
情
報
課
付
課
長
補
佐
）
後
藤
篤

美
▽
（
併
）
総
務
課
防
災
危
機
管

理
官
（
消
防
本
部
庶
務
課
長
補
佐

兼
経
理
係
長
）
山
村
俊
治
▽
企
画

情
報
課
文
化・地
域
振
興
室
長
（
企

画
情
報
課
農
村
回
帰
推
進
室
係

長
）
志
賀
郁
夫
▽
農
林
整
備
課
長

補
佐
（
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
文

化
会
館
係
長
）
野
村
忠

■
係　
長

▽
消
防
本
部
庶
務
課
経
理
係
長

（
福
祉
事
務
所
）
渡
辺
良
夫

■
一　
般

▽
福
祉
事
務
所
（
図
書
館
）
藤
原

み
ど
り
▽
農
林
整
備
課
（
生
涯
学

習
課
）
衞
藤
和
恵
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災害を乗り越えて、
記憶に残る大会に！
第 66 回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール

　

竹
田
市
民
謡
民
舞
連
盟
主
催
「
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
民
謡
と
お
ど
り
の
祭
典
」

が
10
月
14
日
、
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー

レ
で
は
会
場
と
一
体
と
な
っ
て
「
竹

田
お
ど
り
」
を
踊
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
寄
せ
ら
れ
た
募
金
等
を

「
文
化
会
館
再
開
の
た
め
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
」
と
、
10
月
17
日
、

民
謡
民
舞
連
盟
の
み
な
さ
ん
は
、
市

本
庁
舎
に
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。「
竹

田
の
文
化
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
よ
う
で
、
と
て
も
寂
し
い
。
少
し

↑「支えてくれたみなさんに感謝を込めて歌うことができました」 
　第１位の山田晃也さん（鹿児島県立松陽高等学校３年）

　

声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
「
ウ
ィ
ー
ン

留
学
報
告
演
奏
会
」
と
し
て
、
昨

年
優
勝
者
の
椿
翔
太
さ
ん
（
愛
知

県
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部
１
年
）

と
佐
藤
千
里
さ
ん
（
東
京
藝
術
大

学
音
楽
学
部
１
年
）
が
成
長
し
た↑ウィーン留学の成果を披露する椿さん

↑「音楽の力で元気づけたい！」と
　椿さんと佐藤さん

◇第66回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール入賞者
　第１位　鹿児島県立松陽高等学校（鹿児島県）　　　　山田　晃也 
　第２位　香川県立坂出高等学校（香川県）　　　　　　寺島　弘城 
　第３位　東京都立総合芸術高等学校（東京都）　　　　木村　彩香
　優秀賞　北海道帯広柏葉高等学校（北海道）　　　　　原田　菜奈 
　　　　　鳥取県立米子東高等学校（鳥取県）　　　　　松原　愛実 
　　　　　大分県立芸術緑丘高等学校（大分県）　　　　小倉理紗子
　優良賞　島根県立大社高等学校（島根県）　　　 　　　栗原　紗矢 
　　　　　福岡雙葉高等学校（福岡県）　　　　　　　　香月優希野 
　　　　　愛知高等学校（愛知県）　　　　　　　　　　河上真里奈 
　　　　　沖縄県立開邦高等学校（沖縄県）　　　　　　崎濱　江梨 
　　　　　岡山県立倉敷青陵高等学校（岡山県）　　　　岡　　友一 
　　　　　　　　　　　　※優秀賞、優良賞は本選歌唱順（敬称略）

　
「
第
66
回
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本

高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
本
選
」

が
10
月
21
日
、
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ

う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
全
国
か
ら
31
校
32
名
が
出

場
。
前
日
20
日
の
予
選
を
突
破
し
た

11
名
の
出
場
者
は
、
瀧
廉
太
郎
作
曲

の
課
題
曲
と
、
自
由
曲
に
思
い
を
込

め
て
独
唱
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
見
事
第
１
位
に
輝
い
た

の
は
初
出
場
の
山
田
晃
也
さ
ん（
鹿

児
島
県
立
松
陽
高
等
学
校
３
年
）。

　

第
１
位
の
山
田
さ
ん
に
は
、
文
部

科
学
大
臣
賞
や
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
賞
は

じ
め
、
後
援
団
体
各
賞
の
ほ
か
、
瀧

廉
太
郎
賞
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
留
学
助

成
金
60
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

で
も
早
く
文
化
会
館
を
再
生
し
て
ほ

し
い
」
と
話
す
佐
藤
文
男
会
長
。

　

城
下
町
竹
田
は
文
化
芸
能
が
盛
ん

な
町
で
し
た
。竹
田
の〝
文
化
芸
能
〟を

支
え
て
き
た
み
な
さ
ん
は
、「
文
化
の

拠
点
」
復
活
の
日
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

歌
声
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

お
ふ
た
り
は
今
年
８
月
の
ウ
ィ

ー
ン
留
学
中
に
竹
田
市
豪
雨
災
害

の
ニ
ュ
ー
ス
を
知
り
、
ウ
ィ
ー
ン
の

プ
ラ
タ
ー
遊
園
地
に
て
路
上
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、
文

化
会
館
再
建
の
た
め
に
い
ち
早
く

支
援
活
動
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

※
他
に
も
審
査
員
の
先
生
方
や
会
場
に
訪
れ
た
方

　

か
ら
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

文
化
会
館
の
再
生
を
願
っ
て

大分県芸術文化振興会議

文化会館再生に義援金１００万円
　10 月 23 日、「7.12 竹田市豪雨災害」で被災した竹田市文
化会館の再生に役立てもらおうと、大分県芸術文化振興会
議の渡辺恭英理事長、戸口勝司副理事長、日名子金一郎事
務局長が訪れ、義援金 100 万円を寄付していただきました。
　首藤市長は「文化施設は市民になくてはならない施設。
温かい心を寄せていただき感謝します」とお礼を述べました。
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文
化
庁
「
次
代
を
担
う
子
ど
も
の

文
化
芸
術
体
験
事
業
－
巡
回
公
演
事

業
」
の
一
環
で
、
京
都
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
室
内
合
奏
団
に
よ
る
演
奏
会
が

９
月
25
日
、
菅
生
小
学
校
（
和
田
三

成
校
長
・
37
人
）
の
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
迫
力
の
あ
る
ク
ラ
シ

ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
の
生
演
奏
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

カ
ボ
ス
栽
培
農
家
の
甲
斐
吉
文
さ

ん
（
滝
部
）
が
２
個
が
一
体
に
な
っ

た
よ
う
な
不
思
議
な
カ
ボ
ス
を
収
穫

し
ま
し
た
。
栽
培
歴
30
年
で
初
め
て

見
つ
け
た
と
の
こ
と
。「
気
象
異
変

の
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
愛
ら

し
い
姿
に
、
な
か
よ
く
〝
よ
り
そ
い

カ
ボ
ス
〟
と
名
付
け
ま
し
た
」
と
甲

斐
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
右
が
「
よ
り
そ
い
カ
ボ
ス
」。

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

「
テ
レ
ノ
イ
ド
」と
友
だ
ち
に
な
っ
た
よ
！

　

10
月
18
日
、
Ｔ
授
業
の
一
環
と
し

て
城
原
小
、豊
岡
小
、宮
城
台
小
５・

６
年
の
児
童
37
名
が
城
原
小
学
校

（
金
丸
加
代
校
長
）
に
て
、「
ロ
ボ
ッ

ト
操
作
体
験
及
び
遠
隔
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
演
習
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

実
験
を
主
宰
す
る
㈱
国
際
電
気

通
信
基
礎
技
術
研
究
所
、
北
陸
先

端
技
術
大
学
院
ほ
か
６
名
が
訪
れ
、

は
じ
め
に
概
要
を
説
明
し
、
遠
隔

操
作
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
テ
レ
ノ
イ
ド
」

を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
操
作
体

験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

将
来
は
「
テ
レ
ノ
イ
ド
」
を
介
し

て
、
独
居
の
高
齢
者
と
の
親
和
性
の

高
い
補
助
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

遠
隔
操
作
に
よ
っ
て
、
瞬
き
や
唇

の
動
き
な
ど
が
リ
ア
ル
に
動
く
「
テ

レ
ノ
イ
ド
」
に
子
ど
も
た
ち
は
す
ぐ

に
慣
れ
る
と
、
実
際
に
手
で
触
れ
な

が
ら
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
受
け
入
れ
て

い
ま
し
た
。

※
テ
レ
ノ
イ
ド
は
大
阪
大
学
と
Ａ
Ｔ
Ｒ
石
黒
特
別

　

研
究
室
に
よ
り
共
同
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。

↑盛り上がった「岡フェス」

京都フィルが菅生小で演奏会

「よりそいカボス」を発見！

↑遠隔操作によって友だちとおし
　ゃべりが弾む！

佐
伯
市
上
浦
と
の
稲
刈
り
体
験
交
流

　

平
成
７
年
か
ら
旧
荻
町
と
旧
上
浦

町
と
の
間
で
交
流
が
続
い
て
い
る

「
稲
刈
り
体
験
事
業
」
が
10
月
21
日
、

西
福
寺
の
水
田
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
浦
の
東
雲
小
36
名
、
荻
小
39
名

の
児
童
が
の
こ
ぎ
り
鎌
を
使
い
、
一

生
懸
命
に
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
モ
チ
藁
は
12
月
に
上
浦
で

作
ら
れ
る
豊
後
二
見
ケ
浦
の
大
し

め
縄
の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
、
収

穫
し
た
モ
チ
米
を
使
い
餅
つ
き
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

↑楽しそうに稲刈りをする子どもたち

新
し
い
文
化
創
造
へ
！
竹
田
ア
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
２
０
１
２

　

竹
田
町
商
店
街
の
空
き
店
舗
等
、

周
辺
を
会
場
と
し
て
活
用
す
る
ア
ー

ト
の
祭
典
「
竹
田
ア
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

２
０
１
２
」
が
10
月
６
日
か
ら
21
日

ま
で
の
16
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
県
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や

写
真
家
、
童
画
作
家
、
竹
藝
家
な
ど

が
集
結
。
期
間
中
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
音
楽
ラ
イ
ブ
、
食
の
企
画
等
、「
竹

田
文
化
の
掘
り
起
こ
し
」
と
「
現
代

芸
術
の
可
能
性
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
期
間
中
は
市
外
か
ら
多
く
の
鑑

賞
者
が
町
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

古
い
城
下
町
か
ら
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
た
ち
が
起
こ
す
、
新
し
い
ア
ー
ト
の

風
が
吹
き
始
め
ま
し
た
。

「奥豊後の踊りを楽しむ夕べ」盛大に開催！
心をひとつに「竹田おどり」 ！
　９月 22 日、故郷に伝わる盆踊りを後世
に受け継いでいこうと始められた「奥豊
後の踊りを楽しむ夕べ」が直入町Ｂ＆Ｇ
海洋センター（体育館）で開催されました。
　市内各地区の民謡民舞保存会や施設ほ
か 21 団体 480 人が参加し、それぞれの
地域の盆踊りを披露しました。また、全
員参加で大きな輪になって「竹田おどり」
を踊り、心ゆくまで楽しみました。

↑エコミュージアム紹介ブース

↑「大名行列あるくあるく」



広報たけた 平成 24 年11 月号 16

　

お
便
り
を
く
だ
さ
っ
た
Ａ
さ
ん
は

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
。
介
護
保

険
を
利
用
し
な
が
ら
在
宅
で
生
活

さ
れ
て
い
る
方
た
ち
を
支
え
る
と
い

う
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
仕
事
も
な
か
な
か
休
め

な
い
状
況
で
、
節
目
年
齢
の
方
へ
と

市
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
「
が
ん
検
診

の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
も
利
用
出
来

な
い
ま
ま
、
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
利
用
期
限
が
迫
る

中
、未
受
診
者
通
知
が
届
き
、せ
っ
か

保健
だより
保健
だより
健
康 一 直

線

健康情報

今月の 食育レシピ やきもち
　郷土のおやつ。さつまいもで作りますが、「やきもち」と呼びます。

１．さつまいもは一口大に切ってゆでてつぶす。
２．（あん）のさつまいもにさとうとシナモンを入れて練る。８つ
　のだんごにする。
３．（皮）のさつまいもが冷めたら小麦粉、塩を入れてこねる。８つ
　にしてあんを包み、１㎝厚さにおさえ、真ん中に黒ゴマをつける。
４．フライパン又はホットプレートをあたため、薄くサラダ油を引
　いて、ふたをしながら両面キツネ色になるまで焼き色をつける。

【皮】　
　さつまいも……160 ｇ
　小麦粉…………200 ｇ
　塩……………小さじ１

作り方〈材料〉8 個分

く
だ
か
ら
と
、
何
と
か
都
合
を
つ
け

て
が
ん
検
診
を
受
診
さ
れ
、
早
期
乳

が
ん
の
診
断
を
受
け
た
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
の
お
電
話
で
も
「
話
に
は

聞
い
て
い
て
も
、
ま
さ
か
自
分
が
が

ん
に
な
る
な
ん
て
夢
に
も
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
何
よ
り
つ
ら
い
抗
が
ん

剤
治
療
を
せ
ず
に
す
ん
だ
の
が
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
先
生
に
も
『
１
年

先
な
ら
も
っ
と
進
行
し
て
い
た
で
し

ょ
う
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
の
担

当
し
て
い
る
利
用
者
さ
ん
の
ご
家

族
で
、
介
護
で
忙
し
く
て
検
診
を
受

け
て
い
な
い
方
が
い
た
と
き
は
、
ぜ

ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
と
勧
め
て
い
る

ん
で
す
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

進
行
す
る
ま
で
は
特
別
な
症
状

が
な
い
が
ん
で
す
が
、
日
本
人
の
２

人
に
１
人
は
生
涯
の
間
に
必
ず
が

ん
に
罹か

か

り
ま
す
。
仮
に
そ
の
こ
と

を
知
識
と
し
て
知
っ
て
い
た
と
し
て

も
、
ま
さ
か
自
分
の
身
に
お
こ
る
と

は
夢
に
も
思
わ
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
す
が
、
が
ん
に
罹か

か
る
年
代

は
近
年
低
年
齢
化
し
て
い
て
、
働

き
盛
り
の
方
が
が
ん
に
罹か

か

る
こ
と

も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
働
き
盛

り
で
が
ん
に
罹か

か

れ
ば
、
生
計
が
苦

し
く
な
る
上
に
、
治
療
費
も
家
計

を
圧
迫
し
ま
す
。

　

何
よ
り
大
切
な
ご
家
族
を
後
悔

と
悲
し
み
で
苦
し
ま
せ
る
こ
と
の
な

ま
さ
か
、自
分
が
罹か

か

る
と
は
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
受
け
て
良
か
っ
た「
が
ん
検
診
」～

【あん】
　さつまいも………300 ｇ
　砂糖……………大さじ４
　塩……………………少々
　シナモン（好みで）少々

【飾り】
　黒ゴマ………………少々

い
よ
う
、
せ
め
て
年
に
１
回
、「
い

の
ち
き
」
よ
り
も
「
命
」
を
優
先

し
て
、
検
診
を
受
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
切
に
願
い
ま
す
。

【
料
金
等
の
詳
し
い
お
問
い
合
せ
】

　
竹
田
市
健
康
増
進
課

　
☎
６
３-

４
８
１
０

〈平成 24 年度 新規事業〉
　がん検診のみの
　検診日のお知らせ12月2日㈰・16日㈰
　場　　所　竹田市総合社会福祉センター
　受付時間　8 時～ 10 時
　内　　容　胃がん検診・大腸がん検診・乳がん検診・子宮がん検診
※申込みは不要ですが、大腸がん検診を希望される方には、採便
　容器を事前にお配りします。左記までお問い合わせ下さい。
竹田市が行うがん検診は、保険の種別に関わらず市民の方全員が対
象です!

ピンクリボンは乳がん予防啓
発キャンペーンのシンボルで
す。
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Agriculture and forestry information 農林業情報

 　

農
林
業
で
は
、
作
業
機
械
に
よ
る
事
故
が

多
発
し
て
お
り
、
時
に
は
重
大
事
故
も
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

農
林
業
の
安
全
作
業
の
た
め
に
、
次
の
ポ

イ
ン
ト
を
日
ご
ろ
か
ら
念
頭
に
置
い
て
、
事

故
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

○
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

【
機
械
の
整
備
点
検
】

　

・
作
業
前
、
作
業
期
間
中
は
機
械
を
点
検

　
　

整
備

　

・
機
械
の
点
検
整
備
時
は
、
必
ず
エ
ン
ジ

　
　

ン
停
止

【
周
囲
の
安
全
・
自
分
の
安
全
】

　

・
作
業
箇
所
、
出
入
口
、
農
林
道
の
安
全

　
　

確
認

　

・
危
険
箇
所
に
は
目
印
設
置

　

・
作
業
中
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
護
メ
ガ
ネ

　
　

を
着
用

　

・
機
械
の
無
理
な
操
作
を
し
な
い

　

・
作
業
中
の
機
械
に
近
づ
か
な
い

　

・
常
に
周
囲
に
人
が
い
な
い
か
確
認

　

・
木
の
伐
採
方
向
に
人
が
い
な
い
か
確
認

【
無
理
の
な
い
ゆ
と
り
の
作
業
】

　

・
余
裕
の
あ
る
作
業
計
画
作
成

　

・
休
息
し
な
が
ら
作
業
を
行
な
う

【
も
し
も
の
た
め
に
】

　

・
作
業
場
所
や
時
間
を
家
族
に
知
ら
せ
て

　
　

お
く

　

・
作
業
者
は
携
帯
電
話
を
持
参
し
緊
急
連

　
　

絡
で
き
る
よ
う
に
す
る

　

農
林
業
の
作
業
中
の
事
故
は
、
機
械
の
操

作
を
十
分
習
得
し
て
い
な
い
こ
と
や
、「
使

い
慣
れ
た
機
械
だ
か
ら
」
と
油
断
す
る
こ
と

も
原
因
で
す
。

　

機
械
の
操
作
方
法
を
十
分
習
得
し
、
常
に

安
全
使
用
に
心
が
け
て
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
農
政
課

　
☎
６
３‒

４
８
０
５

「
竹
田
市
産
直
野
菜
少
量
多
品
目

　生
産
対
策
事
業
」
追
加
募
集

　

竹
田
市
で
は
、
直
売
所
に
出
荷
す
る
小
規

模
栽
培
施
設
整
備
（
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
）
に
要

す
る
経
費
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

交
付
要
件
と
し
て
導
入
し
た
施
設
で
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑴
１
年
間
に
２
品
目
以
上
生
産
す
る
こ
と
。

⑵
地
域
に
お
け
る
新
規
作
物
を
栽
培
す
る
こ

　

と
。

　

ま
た
、
本
事
業
の
補
助
金
の
交
付
対
象
と

な
る
方
は
、
原
則
と
し
て
、
次
の
事
項
を
す

べ
て
満
た
す
方
で
す
。

①
竹
田
市
内
に
居
住
し
、
竹
田
市
農
業
委
員

　

会
に
登
録
し
、
ま
た
は
使
用
・
賃
貸
借
の

　

許
可
を
受
け
て
い
る
農
地
等
で
農
業
を
営

　

む
方

②
竹
田
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
出
荷
協
議
会

　

に
入
会
し
、（
一
社
）
農
村
商
社
わ
か
ば

　

へ
優
先
的
に
農
林
産
物
を
出
荷
す
る
よ
う

　

努
め
る
方

　

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
事
業
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込
書
の

提
出
の
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
11
月
30
日

㈮
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
お
申
込
み

　
〔
竹
田
地
域
〕
竹
田
市
農
政
課
営
農
係

　
☎
６
３‒

４
８
０
５

　
〔
荻
地
域
〕
竹
田
市
荻
支
所
産
業
建
設

　

課　

☎
６
８‒

２
２
１
５

　
〔
久
住
地
域
〕
竹
田
市
久
住
支
所
産
業
建

　

設
課　

☎
７
６‒

１
１
１
５

　
〔
直
入
地
域
〕
竹
田
市
直
入
支
所
産
業
建

　

設
課　

☎
７
５‒

２
２
１
４

  

農
林
業
の
事
故
防
止
！

い
つ
も
以
上
に

安
全
作
業
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

林業退職金共済制度（林退共）からのお知らせ

林業の仕事をしていた
ことがありませんか？
　林退共制度に加入していたが、退職金をまだ
受け取っていない方を探しています。
　以前、林業の仕事をしていたが、ご自身が林
退共へ加入していたか分からない方についても
お調べいたします。
　また、罹災された共済契約者及び被共済者の
皆様に対し、各種手続（共済手帳の紛失、退職
金の請求等）の必要が生じた場合はできうる限
りの範囲において速やかに対応したいと考えて
おりますので、最寄の支部または本部へお問い
合せ、ご相談くださいますようお願いします。
●お問い合せ
　独立行政法人　勤労者退職金共済機構
　林業退職金共済事業本部
　〒170-8055　東京都豊島区東池袋 1-24-1
　ニッセイ池袋ビル
　☎ 03-6731-2887　FAX：03-6731-2890
○詳しくはホームページでもご案内しております。
　http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

有害鳥獣捕獲に光！
　10 月 23 日、竹田市は竹田市猟友会（河野
一二三会長）と協議書を締結し、イノシシやシ
カの農作物被害に苦しむ方々のために、効果的
な有害鳥獣の捕獲体制を検討することになりま
した。年々被害が増大し、県全体の被害額は、
１年間で３億１千万円以上にものぼっていま
す。今回の締結によって、有害鳥獣の捕獲効率
を高め、被害減少につながることが期待されて
います。
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他
の
布
教
地
の
よ
う
に
港
も
金
山
も
銀
山

も
な
い
朽
網
が
、
な
ぜ
八
大
布
教
地
に
ま
で

な
り
得
た
の
か
。
思
い
つ
く
の
は
温
泉
と
い

う
理
由
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
温
泉
な

ら
他
に
も
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
自
信
が
な
か

っ
た
。
そ
ん
な
時
、
読
ん
で
い
た
書
物
に
、

宣
教
師
が
聖
水
を
病
人
に
飲
ま
せ
て
数
々
の

病
気
を
治
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、一
つ

の
仮
説
が
閃ひ

ら
めい

た
。
そ
の
仮
説
と
は
、「
宣
教

師
は
直
入
の
炭
酸
泉
が
飲
用
に
適
し
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
病
人
に
飲
ま
せ
た
聖

水
に
は
炭
酸
泉
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
。」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
当
時
の
日
本

人
に
は
ま
だ
温
泉
を
飲
用
す
る
習
慣
が
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
残
念
な
こ

と
に
こ
の
仮
説
を
立
証
す
る
術す

べ

は
な
か
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
折
、
運
命
の
出
会
い
は
突
然

に
訪
れ
た
。
日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
た

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
末
裔
で
、

元
上
智
大
学
教
授
、
現
役
イ
エ
ズ
ス
会
神
父

で
あ
る
「
ル
イ
ス
・
フ
ォ
ン
テ
ス
」
氏
と
会

見
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ

こ
ぞ
と
ば
か
り
に
私
は
、
彼
に
聖
水
の
仮
説

を
ぶ
つ
け
て
み
た
。
す
る
と
、
彼
の
回
答
は

次
の
と
お
り
だ
っ
た
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
特
に

ド
イ
ツ
の
神
父
は
、
大
昔
か
ら
炭
酸
泉
を
飲

用
さ
せ
て
信
者
の
病
気
を
治
し
て
い
た
の
は

事
実
。
こ
れ
に
ワ
イ
ン
を
混
ぜ
て
、
宣
教
師

が
一
心
不
乱
に
祈
り
を
込
め
た
も
の
が
聖
水

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宣
教
師
が
朽
網
に

必
ず
立
ち
寄
っ
た
の
は
、
聖
水
を
作
る
の
に

必
要
な
炭
酸
泉
を
補
充
す
る
た
め
だ
っ
た
に

間
違
い
な
い
」
と
。
や
は
り
、
聖
水
の
主
成

分
は
炭
酸
泉
だ
っ
た
よ
う
だ
。
今
も
続
く
、

直
入
と
ド
イ
ツ
の
交
流
の
き
っ
か
け
が
、
実

は
炭
酸
泉
を
通
じ
て
既
に
４
０
０
年
以
上
も

前
に
あ
っ
た
こ
と
と
、
さ
ら
に
、
聖
水
に
ま

で
用
い
ら
れ
た
直
入
の
炭
酸
泉
が
、
日
本
初

の
「
温
泉
療
養
保
健
シ
ス
テ
ム
」
に
発
展
し

た
こ
と
は
、
大
い
に
誇
り
を
持
ち
喜
ぶ
べ
き

で
あ
ろ
う
。
何
と
言
っ
て
も
、
数
あ
る
温
泉

の
中
で
も
、
直
入
炭
酸
泉
は
聖
水
な
の
だ
か

ら
他
と
は
別
格
で
あ
る
。

　
　
　

＊

　

次
に
、
朽
網
に
残
る
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
も

の
を
ご
紹
介
し
た
い
。
写
真
（
①
）
の
「
山

の
神
」
の
石
像
で
あ
る
。
鳥
の
姿
を
し
た
男

神
と
女
神
で
、
両
方
と
も
頭
に
ト
サ
カ
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
、
肩
か
ら
背
中
は
羽
根
で

お
お
わ
れ
て
い
る
。
男
神
は
三
つ
目
、
女
神

は
一
つ
目
、
口
は
ど
ち
ら
も
異
様
に
大
き
く
、

ミステリアス！竹田キリシタン

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
④
　
直
入
編
〔
後
編
〕

ザ
ビ
エ
ル
の
末ま

つ

え

い裔
が
語
る
、

驚
き
の
秘
話
と
山
の
神
の
神
秘

キ
リ
シ
タ
ン
文
化
は
、
隠
す
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
資
料
や
文
献
が
少
な
い
。
推
測
の
域
を
出
な
い
謎
も
多
く
あ
る
。

し
か
し
、
ザ
ビ
エ
ル
の
末ま

つ
え
い裔

が
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
聖
地
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
竹
田
で
断
言
し
た
内
容
は
、
実
に
自
信
に
満
ち
溢

れ
て
お
り
、
説
得
力
が
あ
っ
た
。
直
入
の
炭
酸
泉
は
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
に
と
っ
て
必
須
ア
イ
テ
ム
だ
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
日
本

中
で
直
入
に
し
か
存
在
し
な
い
不
思
議
な
山
の
神
が
残
っ
て
い
た
。

男
神
は
三
本
指
を
胸
と
足
で
、
女
神
は
腹
で

そ
れ
ぞ
れ
Ｘ
型
に
交
差
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
く
似
た
姿
が
大
阪
茨
木
で
発
見
さ
れ
た
キ

リ
シ
タ
ン
遺
物
「
天
使
讃
仰
図
」（
写
真
⑤
）

に
描
か
れ
て
お
り
、
羽
根
が
背
中
に
生
え
て

手
を
Ｘ
型
に
交
差
す
る
点
は
正
に
共
通
し
て

い
る
。
手
や
足
が
Ｘ
型
に
交
差
し
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
旧
直
入
町
の
時
代
に
は
、
こ
れ

を
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
に
用
い
た
の
で

は
な
い
か
と
推
理
し
て
い
る
。
隠
れ
キ
リ
シ

タ
ン
が
Ｘ
を
十
字
と
見
立
て
て
信
仰
し
た
話

は
全
国
的
に
も
多
い
。
山
の
神
の
祭
礼
の
日

は
12
月
20
日
頃
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、

そ
の
日
は
、
山
に
入
っ
て
は
い
け
な
い
と
さ

れ
、
信
者
に
と
っ
て
都
合
が
良
か
っ
た
と
も

言
わ
れ
て
い
る
し
、
そ
の
時
期
が
、
イ
エ
ス

の
降
誕
祭
で
あ
る
ク
リ
ス
マ
ス
に
近
い
こ
と

も
興
味
深
い
。

　

直
入
に
は
、
他
に
も
類
似
し
た
不
思
議
な

姿
の
石
像
が
多
く
存
在
す
る
が
、
こ
の
よ
う

な
山
の
神
が
見
ら
れ
る
の
は
、
ど
う
や
ら
全

国
で
も
直
入
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
千
葉
県

に
あ
る
国
立
民
俗
博
物
館
が
、
わ
ざ
わ
ざ
こ

の
石
像
の
レ
プ
リ
カ
を
製
作
し
た
こ
と
か
ら

も
、
こ
れ
が
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ

と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
朽
網
に
は
、
Ｉ
Ｎ

Ｒ
Ｉ
石
碑
、聖
水
、多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
と
、

キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
に
は
事
欠
か
な
い
だ
け
に
、

こ
の「
山
の
神
」
も
ま
た
、
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物

な
の
で
は
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
る
。

　

い
つ
、
誰
が
、
何
の
た
め
に
作
っ
た
の
か
。

直
入
朽
網
と
は
、
思
っ
た
以
上
に
ミ
ス
テ
リ

ア
ス
で
あ
る
。

数
々
の
病
気
を
治
し
、
奇
跡
を
起
こ
し
た
聖
水
の
成
分
は
何
だ
っ
た
の
か
？



2012年11月発行19

〔
制
作
・
竹
田
市
総
合
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
〕

①①「長野の山の神」（左・男神像、右・女神像）
　竹田市指定民俗文化財（昭和 55 年３月８日指定）

2012年11月発行19

③竹田を訪れたフランシスコ・ザビエルの末裔
　「ルイス・フォンテス」氏

②③⑤

④

④新田地区の羽根の衣を
　着けた神像

⑤大阪茨木で発見されたキリシ
　タン遺物「天使讃仰図」
　（「千提寺・下音羽のキリシタン
　遺跡」より）

②
聖
水
に
は
炭
酸
泉
が
含
ま
れ
て
い
た
の
か
？

　
（
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
聖
杯
は
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
所
有（
小
羊
保
育
園
保
管
）の
も
の
で
す
）
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今月のイントロダクション

ぼくたち・私たちの

学び舎

　

し
ら
ゆ
り
幼
稚
園
で
は
、
心
も

身
体
も
強
く
逞
し
い
子
ど
も
を
育

て
る
事
を
目
標
に
子
ど
も
が
喜
ん

で
来
る
幼
稚
園
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
幼
稚
園
教
育
は
人
間

形
成
の
土
台
を
つ
く
る
大
切
な
場

所
、
毎
日
の
遊
び
や
生
活
を
通
し

て
「
や
れ
ば
で
き
る
」
を
合
言
葉

に
日
々
の
園
生
活
や
行
事
を
通
し

て
、
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
中
の
ひ
と
つ
、
し
ら
ゆ
り

幼
稚
園
の
秋
季
大
運
動
会
が
10
月

６
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
秋
晴
れ

と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
体
を

動
か
す
に
は
調
度
い
い
お
天
気
の

中
、
子
ど
も
達
は
た
く
さ
ん
の
声

援
を
受
け
て
最
後
ま
で
頑
張
り
ま

し
た
。

　

し
ら
ゆ
り
幼
稚
園
の
顔
、
年
長

さ
く
ら
組
の
種
目
は
「
鉄
棒
・
マ

ッ
ト
運
動
」「
た
け
う
ま
」
な
ど
繰

り
返
し
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
出
来

な
い
も
の
ば
か
り
で
す
が
そ
の
分
、

頑
張
っ
た
成
果
が
し
っ
か
り
表
れ

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
得
意
、
不
得
意

は
あ
り
ま
す
が
お
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
練
習
し
、
子
ど
も
達

全
員
が
逆
上
が
り
や
三
点
倒
立
、

竹
馬
で
障
害
物
を
超
え
る
事
な
ど

難
し
い
技
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
本
番
で
は
頑
張
っ
て
き

た
力
を
出
し
き
り
、
幼
稚
園
最
後

の
運
動
会
を
立
派
に
や
り
遂
げ
、

そ
の
姿
に
は
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

　

年
中
き
く
組
は
、
単
独
種
目
と

し
て
「
ゆ
う
ぎ
・
竹
の
ぼ
り
・
リ

レ
ー
」
が
あ
り
ま
し
た
。
体
調
を

崩
す
こ
と
な
く
全
員
で
毎
日
の
練

習
か
ら
本
番
の
運
動
会
ま
で
取
り

組
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
３
つ

の
隊
形
移
動
を
取
り
入
れ
た
ゆ
う

ぎ
、
天
高
く
昇
っ
た
竹
の
ぼ
り
、

運
動
会
の
花
形
３
色
リ
レ
ー
、
全

て
の
競
技
が
見
所
満
載
で
し
た
。

ど
の
種
目
に
も
意
欲
的
に
練
習
に

取
り
組
み
、
一
人
ひ
と
り
が
集
団

の
中
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き

友
達
と
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
大

切
さ
や
楽
し
さ
を
実
感
で
き
た
よ

う
で
し
た
。

　

今
年
初
め
て
の
運
動
会
を
経
験

し
た
年
少
組
、
朝
の
入
場
行
進
で

は
大
勢
の
お
客
さ
ん
を
前
に
か
な

り
緊
張
し
た
面
持
ち
で
し
た
。
で

も
、
か
け
っ
こ
や
お
ゆ
う
ぎ
、
大

玉
こ
ろ
が
し
な
ど
元
気
一
杯
に
楽

し
く
競
技
が
で
き
ま
し
た
。
保
護

者
の
方
か
ら
は
「
か
わ
い
い
姿
に

癒
さ
れ
ま
し
た
」「
た
く
さ
ん
の
種

目
に
参
加
し
て
い
て
見
応
え
が
あ

り
ま
し
た
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が

多
く
、
ま
た
春
の
頃
よ
り
逞
し
く

な
っ
た
姿
に
成
長
を
感
じ
て
い
た

だ
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

運
動
会
の
練
習
を
通
し
て
心
身

と
も
に
一
段
と
成
長
す
る
こ
と
が

出
来
た
子
ど
も
達
。
ど
の
子
も
自

分
の
力
で
得
た
大
き
な
自
信
を
こ

れ
か
ら
の
様
々
な
活
動
に
活
か
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
吉
岡　

洋
子
）

「
心
も
身
体
も
た
く
ま
し
い
　し
ら
ゆ
り
っ
子
」

今
月
の
学
び
舎　
し
ら
ゆ
り
幼
稚
園

↑バッチリ決まった「組体操」

↑全力で走るしらゆりっ子（リレー）

↑元気いっぱいに「玉ころがし」

　

田
近
陽
一
郎
に
ふ
れ
る
に
は
、

竹
田
高
校
の
玄
関
に
足
を
運
べ
ば

よ
い
。

　

翁
は
、
天
保
７
年
（
一
八
三
七
）

竹
田
町
城
下
、
田
近
儀
左
衛
門
の

長
男
と
し
て
生
れ
、
長
じ
て
平
田

篤あ
つ
た
ね胤
（
江
戸
後
期
国
学
四
大
人
の

一
人
）の
学
風
に
ひ
か
れ
、独
学
刻

苦
研
鑚さ

ん
。
晩
年
竹
田
中
学（
現
竹

田
高
校
）に
奉
職
中
、国
学
辞
典
購

入
の
こ
と
が
あ
っ
た
が
、国
語
教
師

の
自
分
に
参
考
用
と
し
て
な
ら
必

要
な
い
と
言
下
に
言
わ
れ
た
た
め

購
入
を
ひ
か
え
た
と
い
う
。

　

翁
は
若
く
し
て
小
河
一
敏
を
師

と
し
活
躍
、
孝
明
天
皇
叡え

い
か
ん
じ
ょ
う

感
状
を

受
け
た
岡
藩
勤
皇
家
17
名
の
一
人

で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
寺
田
屋

事
件
で
は
陽
一
郎
ら
の
こ
の
挙
に

対
し
て
の
軽
挙
を
い
ま
し
め
る
行

動
で
岡
藩
士
を
死
に
至
ら
し
め
な

か
っ
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
動
き
が
朝

廷
側
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
一
方

岡
藩
か
ら
は
、
一
時
怒
り
を
買
う

こ
と
と
な
っ
た
が
と
け
て
役
職
累

進
、
上
京
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
父

の
病
、
自
身
の
病
の
故
に
行
動
を

共
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
学
御
用
掛

と
な
り
神
社
の
宮
司
を
へ
て
皇
典

講
究
所
大
分
分
所
長
と
な
り
明
治

30
年
に
は
大
分
県
中
学
校
国
語
科

教
授
嘱
託
（
現
竹
田
高
校
）
を
命

じ
ら
れ
、
明
治
34
年
３
月
66
才
で

幽ゆ
う
め
い冥

の
人
と
な
っ
た
。
当
時
の
生

徒
が
、
こ
の
像
の
作
者
朝
倉
文
夫

（
竹
田
市
名
誉
市
民
）
で
あ
る
。

　
朝
倉
文
夫
は
述
懐
し
て

　
（
文
夫
文
集
彫
塑
余
滴
：
Ｐ
69
）

　
『
国
語
の
時
間
、
先
生
の
講
義

な
ど
聞
か
ず
に
、
先
生
の
似
顔
を

コ
ツ
コ
ツ
と
描
い
て
い
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
先
生
は
、
み
つ
け
て
そ
っ

と
私
の
前
に
き
て
立
っ
て
み
て
お

ら
れ
た
が
…
「
そ
の
絵
を
く
れ
ま

せ
ん
か
」
と
静
か
に
云
わ
れ
た
。

も
し
そ
の
と
き
私
が
叱
ら
れ
て
い

た
ら
こ
の
文
武
の
像
は
で
き
な
か

っ
た
か
も
し
れ
な
い
…
。』

　

田
近
竹
邨
（
南
画
家
）
の
父
が
、

翁
で
あ
る
。
ま
た
、
養
蚕
に
力
を

入
れ
竹
製
の
「
バ
ラ
」
は
翁
の
発

明
で
あ
り
、
草
花
を
愛
し
自
ら
栽

培
し
、
珍
し
い
梅
、
桜
が
こ
の
地

域
に
拡
が
り
、
ア
カ
シ
ヤ
樹
は
当

時
田
近
家
に
あ
り
、
自
然
を
愛
し
、

産
業
振
興
に
も
貢
献
し
た
バ
ラ
ン

ス
感
覚
の
優
れ
た
人
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

仲
村　

睦
雄

�

勤皇の志士・国学者　田
た

近
ぢかよういちろう

陽一郎翁←著書

↑
田
近
陽
一
郎
翁
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introduction

図書館の
お知らせ

11 月
■竹田市立図書館
　TEL ・FAX63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
　TEL ・FAX68-2200
■久住図書室
　TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
　TEL75-2240 ・FAX75-2231

11　月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

※カレンダー中の白抜きの日が
　休館日です。

大人の本

子どもの本

新刊のご案内
【一般の本】
・柔らかな犀の角（文芸春秋）　　　　　　 　　山崎　　努
・水のかたち 上・下巻（集英社）　　　　　　　宮本　　輝
・犬とハモニカ（新潮社）　　　　 　　　　　　江國　香織
・種のキモチ（文芸社） 　　　　　　　　　　　山田　悠介
・ノエル（新潮社）　　　　 　　　　　　　　　道尾　秀介
・老いる覚悟（ベストセラーズﾞ）　　　　　　 森村　誠一
・東日本大震災消防隊員死闘の記（旬報社） 南三陸消防署
・少しだけ無理をして生きる（新潮社）　　　　城山　三郎
・週末で編める！太糸で編むアラン模様のこもの（アップルミンツ）
・暮らしのおへそ Vol.14 （主婦と生活社）

【子どもの本】
・バナナンばあば（佼成出版社）　　　　　　　西村　敏雄
・でんしゃはっしゃしまーす（偕成社）　　 まつおかたつひで
・おおかみこどもの雨と雪（角川つばさ文庫／角川書店）細田　　守
・魔術（1年生からよめる日本の名作絵どうわ）（岩崎書店） 芥川龍之介
・どこかなどこかな（フレーベル館）　　　　かとうあやこ

他 90 冊ほど入りました

司書のおすすめ

「楽園のカンヴァス」  　 　 　 　（原田マハ／新潮社）

　若き二人の研究者の鑑定対決。それは真っ赤な贋
作か、至高の名品か？リミットは 7 日間。
　手に汗握る絵画鑑定ミステリー。アンリ・ルソーの

「夢」の真贋をめぐって火花を散らす二人、思わず謎
に引き込まれる一冊です。

「がっこうにんじゃえびてんくん」
　　　　　　　　　　　　　　　　　（村上しいこ／岩崎書店）

　カズキのクラスにはほんもののにんじゃ、えびてん
くんがいる！見習いにしてもらったカズキはえびてん
くんと一緒に学校に来ないなつみちゃんの家に忍び
込むことに…。さて、えびてんくんの活躍はいかに !?

今月の読み聞かせ
○ブックスタート　11月 7日㈬　14：00 〜 （竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしルーム　11月14日㈬　13：20 〜 14：00（竹田幼稚園えほんのへや）
○おはなしルーム　11月15日㈭　14：00 〜 14：30（南部幼稚園）
○おはなしのへや　毎週火曜日　10：30 〜 11：00（竹田市立図書館えほんのへや）

●「文化の日のおはなし会」のお知らせ 
　11 月 3 日㈯ 10：30 ～　えほんのへや 
　大型えほんや紙芝居など楽しい本がたくさんあるよ！みんな来てね！！

誕生おめでとう ❾月生まれ（親・自治会）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

国指定史跡岡城跡

家族無料観覧券             
　　　　　　　　　　　　　　　　
　この券を切り取り、登城の際、料
金所に提出してください。
　１枚につき、１家族が無料で観覧
できます。今年は「岡藩城下町 400
年祭」を記念しまして、この券は期
間中、何度でもご利用できます。再
発行はしませんので大切に保管して
ください。

竹田市教育委員会

↑紅葉の岡城跡
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七
代
藩
主
・
中
川
久
慶

　

久
慶
は
、
宝
永
5
年
（
１
７
０
８
）
広
島
城
で
松

平
綱
長
の
十
六
男
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
元
文
2

年
（
１
７
３
７
）
30
歳
の
時
、
六
代
藩
主
久
恒
の
養

女
と
な
っ
て
い
た
中
川
久
周
（
四
代
藩
主
久
恒
の
弟
）

の
娘
清
姫
の
婿
養
子
と
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

久
慶
と
清
に
３
年
後
に
男
児
を
授
か
っ
た
の
で
す
が

死
産
で
、
翌
日
に
清
も
22
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
の
墓
所
は
、
東
京
都
台
東
区
谷や

中な
か

の
瑞
輪
寺
に

現
在
も
あ
り
ま
す
。
瑞
輪
寺
は
、
徳
川
家
康
の
命
に

よ
り
建
立
さ
れ
、
諸
大
名
の
菩
提
寺
と
し
て
正
室
や

娘
が
多
く
葬
ら
れ
て
い
ま
す
。
岡
藩
関
係
で
は
、
清

の
他
に
四
代
久
恒
室
佐
阿
、
六
代
久
忠
室
久
、
十
二

代
久
昭
室
豊
子
、
十
三
代
久
成
長
女
房
の
立
派
な
墓

石
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

谷
中
に
は
、
朝
倉
文
夫
が
自
ら
設
計
し
た
旧
ア
ト

リ
エ
部
分
と
、
丸
太
と
竹
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
数
寄

屋
造
り
の
旧
住
居
部
分
か
ら
な
る
朝
倉
彫
塑
館
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
和
洋
折
衷
の
特
異
な
建
物
は
国
の
登

録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、庭
園
も
「
旧
朝
倉
文
夫

氏
庭
園
」
と
し
て
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

久
慶
は
、
寛
保
２
年
（
１
７
４
２
）
久
忠
の
逝
去

よ
り
35
歳
で
家
督
を
継
承
し
ま
し
た
。

　

江
戸
幕
府
に
お
い
て
は
、
享
保
改
革
の
一
環
と
し

て
、
享
保
6
年
（
１
７
２
１
）
か
ら
徳
川
吉
宗
の
命

に
よ
り
目
安
箱
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
岡
藩
に
お
い

て
も
、
寛
保
3
年
（
１
７
４
３
）
藩
政
刷
新
を
行
う

た
め
に
総
役
所
門
に
訴
状
箱
を
出
す
こ
と
が
始
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

寛
保
3
年
8
月
に
は
、
大
風
雨
に
よ
り
田
畑
に
被

害
が
生
じ
、
5
名
の
死
者
が
出
て
お
り
、
西
の
丸
侍

屋
敷
の
石
垣
も
崩
壊
し
て
い
ま
す
。

　

久
慶
は
、
寛
保
3
年
（
１
７
４
３
）
の
夏
頃
か
ら

痞ひ

症
（
※
胸
や
腹
な
ど
の
突
然
の
激
し
い
痛
み
）
に

よ
り
容
体
が
重
く
な
り
ま
し
た
。
急
な
病
気
の
た
め

に
養
子
を
願
い
出
て
世
継
ぎ
を
決
め
て
い
ま
す
。
翌

10
月
30
日
、
江
戸
で
36
歳
の
若
さ
で
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
家
督
相
続
か
ら
僅
か
2
年
間
で
、
岡
城
に
入
城

す
る
こ
と
な
く
、
葬
儀
は
江
戸
で
行
わ
れ
、
墓
所
も

貝
塚
（
東
京
都
港
区
）
青
松
寺
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
伯　

治
）

15

青
松
寺
（
港
区
）
に
葬
ら
れ
る

竹田市民なら知っておきたい！

↓
七
代
藩
主
・
中
川
久
慶

岡
城
に
入
部
な
ら
ず
…
…

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

国
指
定
史
跡
岡
城
跡

 

家
族
無
料
観
覧
券

有
効
期
間　
平
成
24
年
11
月
17
日
㈯
か
ら
30
日
㈮
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

  岡藩城下町４００年祭関連書籍
この城はかつて「日本一の険城」と呼ばれていた…

　漫画　 「豊後岡城物語」
　　　　　義経・秀吉から「荒城の月」へ  
　はるか昔より緒方三郎惟栄、志賀氏十七代、中川氏十三
代、そして瀧廉太郎、廣瀬武夫…夢を結び続けてきた岡城
をコミックで描く！
　著　　者・吉田健二
　企画監修・大分県竹田市、竹田市教育委員会、ＰＨＰ総研
●お問い合せ　竹田市企画情報課　☎ 63-1111 

「豊後岡城物語」
定価 800 円（税別）

別府大生が城原八幡社祭りに参加
　10 月６日、７日にかけて開催された「城原八幡
社祭り」に別府大学の学生 26 名、教授１名が体
験学習として参加しました。初日は城原夜神楽を
堪能し、幻想的な光景に学生らは感動していまし
た。
　翌日は、地域の人たちと共に神輿を担いで練り
歩き、大勢の見物客を楽しませていました。
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書
写
書
道
の
部

絵画の部

第64回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭

□紙 □上 □作 □品 □展
　画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭審査が 10 月 10 日、久住総合
運動公園体育館で行われ、絵画の部（3,833 点）、書写書道の部（2,091 点）
に出品された 5,924 点の中からそれぞれ 28 点が特賞に選ばれました。
　入選作品は平成 24 年 11 月１日㈭～４日㈰まで竹田市久住公民館で展
示されます。
　なお、本年度は『7.12 九州北部豪雨災害』により、竹田市文化会館及
び竹田市体育センターが被災し、また展示用のパネルが多数水没し使用
できないため、作品展示については特賞作品 56 点のみとさせていただき
ます。ご了承ください。（市民ギャラリー水琴館で 11 月 16 日㈮～ 20 日
㈫まで再展示を行います）
　今月号では文部科学大臣奨励賞作品、及び市内の特賞受賞作品をご紹
介します。〔敬称略〕

文部科学大臣奨励賞
耕智　彩楓

（大分県立安心院高等学校１年）

大分県知事賞
佐藤　由菜（宮城台小２年）

朝倉文夫奨学会長賞
甲斐菜南美（豊岡小５年）

毎日新聞社賞
中尾　佳恵（竹田中２年）

竹田市造形教育研究会長賞
野仲いつき（豊岡小６年）

竹田市議会議長賞
石田　慎也（豊岡小５年）

九州アルプス商工会会長賞
渡部　裕太（宮城台小３年）

毎日新聞社賞
渕　隼之介（直入中１年）

竹田教育振興協議会長賞
梶原　大基（岡本小２年）

毎日小学生新聞賞
菊池　桃子（荻小４年）

竹田市ロータリークラブ会長賞
甲斐　智行（豊岡小４年）

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞　
中
島
沙
和
子
（
大
分
県
立
中
津
北
高
等
学
校
３
年
）

大
分
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞　

小
野　

華
純
（
竹
田
南
部
中
１
年
）

竹
田
市
長
賞　
甲
斐　

良
紀
（
久
住
中
３
年
）
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郷土の植物 （284）

第92回
阿孫　久見

ツクシコゴメグサ（ゴマノハグサ科）

　

山
地
の
日
当
た
り
の
い
い
草
原

に
生
育
す
る
高
さ
20
㌢
ほ
ど
の

草く
さ
た
け丈

の
低
い
１
年
草
で
す
。
上
部

で
枝
を
分
け
、
全
体
に
乾か

ん
そ
う燥

し
た

感
じ
の
植
物
で
す
。

　
互ご

生せ
い

の
葉
は
楕だ

円え
ん
け
い形

で
２
～
４

対つ
い

の
鈍ど

ん
と
う頭

（
と
が
ら
な
い
）
の
鋸き

ょ

歯し

が
あ
り
ま
す
。
葉
は
と
て
も
小

さ
く
長
さ
７
㍉
、
幅
が
５
㍉
ほ
ど

で
、
茎く

き

に
く
っ
つ
く
よ
う
に
つ
い

て
い
ま
す
。

　
夏
か
ら
秋
の
頃
、茎
の
先
に
上じ

ょ
う
し
ん唇

と
下か

唇し
ん

の
あ
る
唇し

ん
け
い形

の
径
５
㍉
ほ

ど
の
白
色
に
内
側
に
紫
色
と
黄
色

の
斑は

ん
て
ん点

の
あ
る
合ご

う
べ
ん弁

花か

を
数
個
咲

か
せ
ま
す
。
下
唇
は
下
に
反そ

っ
て

３
裂れ

つ
し
て
い
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
九
州
に
産
す
る

意
味
で
筑つ

く

紫し

と
い
い
、
小こ

米ご
め
ぐ
さ草

は

白
色
の
小
さ
な
花
に
よ
っ
て
つ
け

ら
れ
筑ツ

ク

紫シ

コ小
米ゴ

メ
グ
サ草

の
名
が
あ
り
ま

す
。

　

竹
田
で
は
以
前
く
じ
ゅ
う
山
系

で
観
察
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
で
は

見
当
た
り
ま
せ
ん
。
く
じ
ゅ
う
山

系
で
は
九
重
町
に
な
り
ま
す
が
、

涌わ
い
た
さ
ん

蓋
山
の
中
腹
で
ご
く
稀ま

れ

に
観
察

さ
れ
ま
す
。
花
期
は
９
月
か
ら
10

月
で
す
。

平成23年11月生まれ
誕生日　親

（地区・自治会）

すくすく1歳 平成24年12月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します！　問秘書広報係 ☎ 63-1043

　10 月８日に衛藤秀さんがめでたく
100 歳を迎えました。
　手芸が得意な衛藤さん、早くに夫を
亡くし、女手一つで娘さんを育て上げ
ました。今は曾孫さんが奏でるピアノ
の音色を聞きながら穏やかな毎日を
送っています。いつまでもお元気で！

　10 月 13 日に仁部屋ツヤコさんがめ
でたく 100 歳を迎えました。
　農業をしながら、８人の子育てに多
忙し。老後は大正琴やゲートボールな
ど多趣味。長生きの秘訣は「あんまり
くよくよ考えないことです」とツヤコ
さん。いつまでもお元気で！

衛
え

藤
と う

　秀
ひ で

さん
（千人塚）

仁
に ぶ や

部屋ツヤコさん
（梶屋）



⇨

※退職所得金額＝（退職手当等の金額－退職所得控除額）×1/2
※退職所得控除額の計算方法は、次のとおりです。

・勤続年数20年以下 40万円×勤続年数
・勤続年数20年以上 800万円＋70万円×（勤続年数－20年）

年末調整や確定申告の注意点について
　年齢16歳未満の扶養親族（年少扶養親族）に対する扶養控
除が廃止されましたが、住民税を計算する際に、課税、非
課税の算定をするために必要になりますので、申告の際は、
必ず年少扶養親族をご記入ください。
　記入し忘れますと、住民税額の算定に影響しますのでご
注意ください。
●お問い合せ　竹田市税務課 課税係
　　　　　　　☎ 63-1111（内線126・127）

たけたん情報　平成 24 年 11 月号 　1

別冊 たけたん情報　11月号

生命保険料控除の改正
　平成22年度および平成23年度の税制改正により、平成 25
年度の個人住民税から適用される事項は次のとおりです。
　生命保険料控除の見直しにより（平成22年度税制改正）、
平成25年度から住民税の生命保険料控除が見直されます。
　今回の改正では、生命保険料控除の合計適用限度額の 7
万円に変更はありませんが、従来の一般生命保険料控除と
個人年金保険料控除（改正前適用限度額：各3.5万円）に、
介護医療保険料控除が新設され、それぞれの保険料控除の
適用限度額が2.8万円へと変更されます。

個人住民税が変わります　
～平成 25 年度から適用される主な内容～

改正前 住民税額＝退職所得金額×税率（市6%、県 4%）×0.9

改正後 住民税額＝退職所得金額×税率（市 6%、県 4%） 

28,000円）になります。
　ア 新契約の支払保険料については、上記①の表により計
　　 算した金額
　イ 旧契約の支払保険料については、上記②の表により計
　　 算した金額
退職所得に係る個人住民税の10％税額控除の廃止
　平成23年度の税制改正により、退職所得に係る個人住民
税の所得割額の10％の税額控除が、平成25年1月 1日以降
に支払われる退職所得に係る分から廃止されます。

【退職所得に係る個人住民税の計算方法】

留意事項
　上記の見直しについては、平成24年1月1日以降に締結
した生命保険契約など（以下「新契約」という。）から適用
されます。
　平成 23年12月31日以前に締結した保険契約など（以下

「旧契約」という。）については、従前の適用限度額（各 3.5
万円）がそのまま適用されます。
　新契約と旧契約の両方について控除を受ける場合は、限
度額が 2.8万円になります。

支払保険料の金額 生命保険料控除額

12,000 円以下 支払保険料の金額 
12,000 円超
32,000 円以下 支払保険料の金額×2 分の1＋6,000 円 

32,000 円超
56,000 円以下 支払保険料の金額×4分の1＋14,000 円 

56,000 円超 28,000 円 

②旧契約に係る控除額の計算方法（従前の計算方法が適用さ
　れます。） 

③新契約と旧契約の双方について保険料控除の適用を受け
　る場合の控除額の計算
　新契約と旧契約の双方の支払保険料について、一般の生
命保険料控除または個人年金保険料控除の適用を受ける場
合には、一般の生命保険料控除または個人年金保険料控除
の控除額は、それぞれ次のアおよびイの金額の合計額（上限

　竹田税務署からのお知らせ

●平成 24 年分給与所得の年末調整説明会のご案内
　平成 24年分給与所得の年末調整説明会を下記の日程で
　開催いたしますので、ご案内申し上げます。

開催日程 対象者 場　所
11月26日㈪
午後 2 時～
　午後 3 時30分

荻地域
久住地域の源泉徴収義務者
直入地域

竹田市役所
3 階会議室

11月27日㈫
午前10 時～
　午前11時30分 竹田地域（上記以外）の源泉

徴収義務者11月27日㈫
午後 2 時～
　午後 3 時30分

※税務署年末調整の説明後、市役所税務課から住民税給与特別
　徴収について説明を行います。
　復興特別所得税について
　平成 25 年分の所得税から適用される復興特別所得税が
　創設されました。
　復興特別所得税＝基準所得税額× 2.1％

説明会では税制改正等の説明を行いますので、事業者の方々ご参
加ください。

●お問い合せ
　竹田税務署　☎ 63-3141（自動音声に従い「2」を選択して下さい）
　竹田市税務課　☎ 63-1111 （内線 125）

県税事務所からのお知らせ

「個人事業税」第２期分の納期限は11月15日㈭です。
　個人事業税第２期分の納期限が近づいてまいりました。忘れ
ずに納めましょう。なお、納税には、便利な口座振替の制度が
ありますので、ご利用ください。

問大分県豊後大野県税事務所　☎ 0974-22-7501

改正後

合計控除限度額　7万円

　
　
＋
　

　

＋
　
　

現　行

合計控除限度額　7万円

＋

①新契約に係る控除額の計算方法 

支払保険料の金額 生命保険料控除額

15,000 円以下 支払保険料の金額 
15,000 円超
40,000 円以下 支払保険料の金額× 2 分の1＋7,500 円 

40,000 円超
70,000 円以下 支払保険料の金額× 4分の 1＋17,500 円 

70,000 円超 35,000 円 

一般生命保険料控除
限度額 3.5 万円

個人年金保険料控除
限度額 3.5 万円

一般生命保険料控除
限度額 2.8 万円

介護医療保険料控除（新設）
限度額 2.8 万円

個人年金保険料控除
限度額 2.8 万円
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歴史資料館　　　　　　　　　　 ☎ 63-1923
〔開館時間〕9:00 〜 17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合は

開 館 ）11月4日 ㈰、24日 ㈯ は 開 館 し ま す。
11月13日㈫〜 18日㈰は展示替えのため臨
時休館します。ご迷惑をおかけしますが、
よろしくご了承ください。

○特別展示
　歴史資料館本館・別館市民ギャラリー水琴館
　『川端康成の眼 〜知識も理屈もなく、私はただ見てゐる〜 』
　 9 月28日 ㈮ ～ 11月11日㈰
○常設企画展（2 階展示室 B）
　『城下町竹田と近代南画家たち』
　11月20日㈫ ～ 12月28日㈬
　　田能村直入、田近竹邨をはじめとする、竹田が生ん
　だ近代南画家たちの館蔵作品を紹介します。

市民ギャラリー水琴館　　 ☎63-2200
〔開館時間〕9:00 〜 17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合は
　　　　　 開館）
○『 第64回画聖「 田能村竹田 」先生をしのぶ美術祭特賞展示』
　11月16 日㈮～ 11月20日㈫
　（竹田市教育委員会生涯学習課　☎ 63 - 4817）

○『 第 48 回大分県美術展写真展巡回展 』
　11月22日 ㈭ ～ 11月25日 ㈰　

第48回大分県美術展写真展に入選した優秀作品を展示。
22日11:00 〜オープニングセレモニーを開催
最終日は 16:00 で閉館

　（大分県美術協会写真部豊肥支部 ☎090 - 8415 - 3301）
○『趣味の作品展』　　
　11月27日 ㈫ 午後 ～12月 2 日 ㈰　
　大分県年金者連盟竹田支部員による趣味の作品展。
　（大分県年金者連盟竹田支部　☎ 62 - 3470）

※なお、展示内容の詳細を知りたい方は、申込者へ直接お電話ください。

イベント・行事
初めてきたのに懐かしい…　「神原縁側カフェ」
日　時　11月11日㈰ 14:00 〜 17:00　※少雨決行
場　所　神の里交流センター「緒環」周辺（神原 1931）
内　容　縁側カフェと椎茸の収穫体験（試食有り）　
　　　　（トチの木のコンサート 18 : 00 ～）
協力金　500 円 / 人（椎茸の収穫体験も含む）
主　催　大分大学経済学部「田舎で輝き隊 !」
協　力　神の里交流センター緒環運営委員会
●お問い合せ　大分大学経済学部「田舎で輝き隊 !」
　　　　　　　☎ 080 - 3948 - 1118（東村省吾）、
　　　　　　　神の里交流センター緒環　☎ 67 - 2288

第13回　たけた竹灯籠「竹楽」
開催日時　平成24年11月16日㈮ ～18日㈰ 点灯 16 : 30 ～
開催売所　竹田市城下町界隈（竹田市竹田・竹田町）
■街角コンサート
11月16日 ㈮

会　　場 時　　間 出演者 内　容

豊音寺 17 : 00 ～ 20 : 00 樋口　了一
古沢　　剛

ギター
ギター

瀧廉太郎記念館
14 : 00 ～ 15 : 00 瀧廉太郎の歌をうたう会 コーラス
17 : 00 ～ 17 : 30
18 : 40 ～ 19 : 10 野村　公昭 尺　八

竹田創生館 17 : 50 ～ 18 : 20
19 : 30 ～ 20 : 00 チェレステ楽団 ハープ

旧日本生命前 19 : 00 ～ ブルーフェニックス ジャズ
塩津清人記念能舞台 18 : 00 ～ 竹田哲門会 仕　舞
旧十字屋 18 : 00 ～ 20 : 00 よしみ会「影絵グループ」 影　絵
武家屋敷通り 18 : 00 ～ 20 : 00 絃栄会 三味線

11月17日 ㈯
会　　場 時　　間 出演者 内　容

豊音寺

17 : 00 ～ 17 : 30
18 : 40 ～ 19 : 10 古沢　　剛 ギター

17 : 50 ～ 18 : 20
19 : 30 ～ 20 : 00 和田名保子 オカリナ

瀧廉太郎記念館 

17 : 00 ～ 17 : 30
18 : 40 ～ 19 : 10 東雲 横　笛

17 : 50 ～ 18 : 20
19 : 30 ～ 20 : 00 奏リコーダーアンサンブル リコーダー

竹田創生館

17 : 00 ～ 17 : 30
18 : 40 ～ 19 : 10 岡田香真流大正琴 大正琴

17 : 50 ～ 18 : 20
19 : 30 ～ 20 : 00 純弾会 三味線

旧日本生命前
17 : 00 ～ 17 : 30
18 : 40 ～ 19 : 10 竹田混声合唱団 コーラス

19 : 30 ～ 20 : 0 0 ブルーフェニックス ジャズ
塩津清人記念能舞台 18 : 00 ～ 竹田哲門会 仕　舞
旧十字屋 18 : 00 ～ 20 : 00 よしみ会「影絵グループ」 影　絵
武家屋敷通り 18 : 00 ～ 20 : 00 絃栄会 三味線

11 月 18 日㈰
会　　場 時　　間 出演者 内　容

豊音寺

17 : 00 ～ 17 : 30
18 : 40 ～ 19 : 10 近藤　史明 ギター

17 : 50 ～ 18 : 20
19 : 30 ～ 20 : 00 シュトウケンイチ ギター

瀧廉太郎記念館 17 : 00 ～ 17 : 30
18 : 40 ～ 19 : 10 東雲 横　笛

竹田創生館

17 : 00 ～ 17 : 30
18 : 40 ～ 19 : 10 小出社中 琴

17 : 50 ～ 18 : 20
19 : 30 ～ 20 : 00 純弾会 三味線

旧日本生命前 17 : 00 ～ 17 : 30
18 : 40 ～ 19 : 10 川上　茂宏 ギター

武家屋敷通り 18 : 00 ～ 20 : 00 絃栄会 三味線
※内容が変更する場合がございますので予めご了承下さい。

■臨時駐車場
　竹田市役所・大分県豊肥振興局・竹田市文化会館・竹田
　総合運動公園
　※臨時駐車場からシャトルバスが運行します
　　（16 時～ 21 時 30 分）
中学生以上１回 100 円
※観光バス・身障者専用駐車場は、JR 豊後竹田駅横駐車場

●お問い合せ
　竹田市観光ツーリズム協会竹田支部　☎ 0974 - 63 - 2638
　竹田市観光ツーリズム協会　☎ 0974 - 63 - 0585
　竹田市商工観光課　☎ 0974 - 63 - 4807
　〔ホームページ〕
　　http://www.city.taketa.oita.jp/tikuraku/
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講　座
古文書実践講座受講生募集
　大分県立先哲史料館の協力で、古文書の基礎と扱い方、
解読の基礎や整理の方法を学ぶ「古文書実践講座」を開
講します。地域や家に伝えられた史料（古文書など）や
地域の歴史に関心をお持ちの方々のご参加をお待ちして
います。
　会　　場　市民ギャラリー水琴館会議室
　募集人員　20名（先着順）　　※受講無料
　開 催 日　第 1 回 11／23（金・祝）、第 2 回 12／1 ㈯、

第 3 回12／8 ㈯、第 4 回 12／15 ㈯
　時間は第 1 回 13 : 30~17 : 00、第 2~4 回 13 : 30~16 : 50
　※講座の構成は、先哲史料館研究員による講義、歴史資
　　料館職員による演習（岡藩関係古文書の読解）です。
　●お申込み・お問い合せ
　　竹田市立歴史資料館 　 ☎ 63 -1923
　　市民ギャラリー水琴館　☎ 63-2200
岡の里「城郭史講座」
　日　　時　11月24日㈯　10:00~12:00
　講　　師　中西義昌さん（北九州市立いのちのたび博物館学芸員）

　集合場所　岡城駐車場
　参 加 費　500 円
　主　　催　岡の里事業実行委員会
　●お申込み・お問い合せ　竹田創生館　☎ 62 - 4100

月　間
11月は「児童虐待防止推進月間」です

平成 24 年度推進月間標語

『気づくのは　あなたと地域の　心の目』
　児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加して
おり、特に子どもの生命が奪われるなど重大な事件も後
を絶たない状況において、児童虐待問題は社会全体で解
決すべき重要な課題となっています。
　このため、11月を児童虐待防止推進月間と定め、家庭
や学校、地域など社会全般にわたり、深い関心と理解が
得られるように取り組みを推進することとしています。
　児童虐待について見たり、聞いたり、不審に思われる
場合は、児童相談所や福祉事務所へご連絡をください。
連絡いただいた方の個人情報、秘密事項は厳守します。
　●お問い合せ　
　　児童相談所全国共通ダイヤル（☎ 0570 - 064 - 000）
　　大分県中央児童相談所（☎ 097- 544 - 2016）　　　
　　竹田市福祉事務所（☎ 63 - 4811）

平成 24 年秋季全国火災予防運動
防火標語　『消すまでは　出ない行かない　離れない』

〔実施期間〕　11月9日 ㈮ ～ 11月15日 ㈭　

平成 24年度「大分県女性に対する暴力をなくす運動」
〔実施期間〕11月12日㈪〜 11月25日㈰
　夫・パートナーからの暴力、性犯罪、売買春、セクシュ
アル・ハラスメント、ストーカー行為等女性に対する暴
力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、男女共
同参画社会を形成していく上で克服すべき重要な課題と
して早急に対応する必要があります。
　竹田市では、全国一斉に実施される「女性に対する暴
力をなくす運動」を一つの機会ととらえ、地方公共団体、
女性団体その他の関係団体との連携・協力の下、社会の
意識啓発など、女性に対する暴力の問題に関する取組を
一層強化するため、街頭キャンペーンを実施します。
●お問い合せ　竹田市総務課行政係☎ 63 - 1111（内線 215）

11月21日㈬は「県民ノー残業デー」です。
　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を推
進するため、県内の企業・働く皆様に定時での退社を呼
びかけています。「ノー残業デー」を導入していない企
業も、この機会に導入しませんか。
●お問い合せ　
　大分労働局労働基準部監督課　☎ 097 - 536 - 3212

12月1日㈯は「世界エイズデー」です !
　今年のテーマは「〝AIDS〟GOES ON・・・~ エイズは続いている ~」
　HIV 感染者・エイズ患者は年々増加しています。HIV
に感染していても症状はありませんが、他人に感染させ
る力はあります。早期発見・早期治療が重要ですので、
HIV検査を受けましょう。
　HIV 夜間検査　12月11日㈫　17:00 〜 19:00
　　　　　　　　匿名、無料、事前予約制です。
●お問い合せ　豊肥保健所地域保健課 ☎ 0974 -22 - 0162

・住宅防火　いのちを守る　7つのポイント
－ 3 つの習慣・4 つの対策 －

3 つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
4 つの対策

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を
　使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体
　制をつくる。
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information
募　集
放送大学平成25年度第1期（4月入学）生募集
　放送大学はテレビ等の放送やインターネットを利用し
て授業を行う通信制の大学です。学生を募集しています。
○オープンキャンパス
　11/17 ㈯、12/22 ㈯、2/10 ㈯、2/16 ㈯
　個別相談も随時受付中です。出願期間は2月28日まで。
資料を無料で差し上げていますので放送大学大分学習セ
ンター（☎ 097-549-6612）までご請求ください。

研　修
防災士養成研修の開催します
　竹田市では、県と協力して地域の防災活動の核となる
防災リーダー「防災士」の養成を行います。教本代（2,000
円）、受験料（3,000 円）、登録料（5,000 円）は竹田市が
負担いたします（本人負担はありません）。

「防災士」とは ?・・・社会の様々な場で減災と社会の防災力向上の
ための活動が期待され、かつ、そのために充分な意識・知識・
技能を有する人で、NPO 法人日本防災士機構が認定した人です。

（講習会を受講し、資格試験を受けます。終身資格）

　日　　時　12月22日㈯ 9:00 〜17:00
　　　　　　23日㈰ 9:00 〜16:40

16:50〜防災士資格試験（60分）
　場　　所　竹田市社会福祉センター　多目的ホール
　応募締切　平成 24年11月16日㈮
　※ 2日目の放課後に防災士資格試験が行われます。
　※お申込いただいた方には、事前に教本をお送りいたします。
　※12月22日までに、自習レポートの提出が必要になります。
　※資格試験合格後、登録時までに「普通救命講習」の受講が必要に
　　なります。
　※応募者が多数の場合は、調整させていただく場合がありますので
　　ご了承ください
　※申込書は竹田市ホームページにも掲載していますので、ご活用く
　　ださい。
　●お申込み・お問い合せ
　　竹田市総務課行政係　☎ 63 -1111（内線 213）

相　談　　　　　　　　　

行政なんでも相談所を開催します !
　行政の手続きや法律問題などで困っていること、尋ね
たいことはありませんか ?相談には、国や県、市の行政
機関の担当者や弁護士・司法書士等がお答えいたします。
相談は無料で、予約も必要ありません。
　秘密は守られますので、どうぞお気軽にご利用ください。
　1. 土地・建物の登記
　2. 税金（所得税、相続税など）
　3. 消費者問題（訪問販売、通信販売など）
　4. 年金・保険（国民年金、厚生年金、健康保険など）
　5. 法律相談（金銭貸借、相続、遺言、土地境界など）
日　　時　11月13日㈫10:00〜15:00（受付14 : 30まで）
場　　所　竹田市総合社会福祉センター（市役所本庁舎隣）
相談担当者　国税局、河川国道事務所竹田維持出張所、年

金事務所、大分県竹田土木事務所、竹田市、
弁護士、司法書士、行政相談委員、行政評価
事務所

●お問い合せ　総務省大分行政評価事務所行政相談課
　　　　　　　（☎ 0570-090110）

年　金
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
年末調整・確定申告まで大切に保管を !
　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において
全額が社会保険料控除の対象となります。その年の1月

1日から 12月31日までに納付した保険料が対象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、支払ったこと
を証明する書類の添付が義務付けられています。
　このため、平成 24年1月1日から 9月30日までの間に
国民年金保険料を納付された方については、「社会保険
料（国民年金保険料）控除証明書」が本年 11月上旬に日本
年金機構本部から送付されますので、年末調整や確定申
告の際には必ずこの証明書（又は領収証書）を添付してく
ださい。
　また、10月1 日から 12月31日までの間に今年はじめ
て国民年金保険料を納付された方については、来年の 2
月上旬に送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、
ご本人の社会保険料控除に加えることができますので、
ご家族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告して
ください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」について
のご照会は、控除証明書のはがきに表示されている年金
事務所へお問い合わせください。
●お問い合せ　日本年金機構　大分年金事務所　
　　　　　　　☎ 097-552-1211

消費生活相談
　消費生活相談窓口からの注意喚起 – オレオレ詐欺に注意 –
　オレオレ詐欺の電話を受けたという相談が増えていま
す。お金が必要な理由は「会社のお金を横領した」「交
通事故の示談金」など様々です。息子や孫を装い「風邪
をひいて声が変わった」「電話番号が変わった」などと
いう場合は疑ってかかるようにしましょう。怪しい、と
思ったらまずは相談を !
●お問い合せ
　◎竹田市役所市民課窓口（消費生活相談）8:30〜17:00
　　☎ 63 - 4834（月〜金・平日のみ）
　◎大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
　　☎ 097 - 534 - 0999

住　宅
公営住宅の入居者を募集します

一般住宅の募集
①竹田地域
　市営下矢倉団地（水害修繕完了住宅）:3 戸／
　玉来第 1団地（単身可）:1 戸
②久住地域　
　さくら団地:2 戸（新築、入居は2月頃の予定）／
　池の口住宅 :1 戸

一般住宅の随時募集
久住地域
桐迫住宅:4 戸 ※センターまでお問い合せください。

特定公共賃貸住宅の募集
竹田地域　
　七里第 2団地：世帯向け1戸・単身向け（35歳以下）1戸
■申込資格、申込方法についてはセンターまでお問い合
　わせください。　
■募集期間
　平成24年 11月12日㈪〜11月26日㈪まで
　※土・日・祝日を除く。火・木は午後 7時まで受付。
●お問い合せ　竹田市営住宅管理センター（本庁建設課内）
　　　　　　　☎ 63-4400
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たけたん情報
相　談　
平成 24年度視覚障がい教育相談（巡回相談）
日　　時　12月6日㈭ 10:30 〜 15:00
場　　所　豊後大野市中央公民館
相談内容　視覚障がいのある幼児児童生徒の家庭での接

し方、保育、教育、医療に関すること等
相談対象　視覚障がいのある幼児児童生徒及びその保護

者、または関係者（保育士、教員等）
申込方法　竹田市教育委員会学校教育課に「視覚障がい

教育相談票」がありますので、必要事項を記
入の上、お申し込みください。

申込期日　11月14日㈬
●お問い合せ
　大分県立盲学校教育支援部（大分市金池町 3-1-75）　
　☎ 097-532-263

福　祉
平成 24 年 12 月から「ひとり親医療助成事業」の制度が
かわります
○市役所での助成申請が不要になります。
○医療機関で「受給資格者証」を毎回提示してください。
○医療機関で一部自己負担金の支払いが必要になります。
【親】通院:1医療機関ごと1回500円まで（負担上限:月 4回）
　　入院:1医療機関ごと1日500円まで（負担上限:月14日）
　　薬局: 無料
【児童】通院、入院、薬局 : いずれも無料
※新制度への手続きは必要ありません。新しい「ひとり
　親医療費受給資格者証」を 11月頃、お渡しします。
●お問い合せ　竹田市福祉事務所　☎ 63-4811

第8回歳末助け合いチャリティーショー
　開催日時　12月1日㈯　

　午前の部10:00 〜 12:00（開場 9:00〜）
　午後の部14:00 〜 16:00（開場13:00〜）

　開催場所　竹田市荻福祉健康エリア多機能室
　※各自治会・各種団体・福祉団体で協力券（1枚 500 円）を販

売しています。入場の際は必ず協力券をお持ちください。
協力券をお持ちでない方も（1枚500円）を用意しています。

●お問い合せ　社会福祉協議会　　☎ 63-1544
　　　　　　　竹田市福祉事務所　☎ 63-4811

人権擁護
人権なんでも相談所開設　みんなで築こう人権尾世紀
　〜考えよう　相手の気持ち　育てよう　思いやりの心〜
　第64回人権週間（12/4 ㈫ ～12/10 ㈪）
　◇人権なんでも相談所

会　　場 日　　　時 場　　　所
直入会場 12月 4 日㈫

10:00 ～ 15:00

直 入 中 央 公 民 館
久住会場 12月 5 日㈬ 久 住 支 所 会 議 室
荻 会 場 12月 6 日㈭ 福 祉 健 康 エ リ ア
竹田会場 12月 7 日㈮ 社会福祉センター

心配ごと、困っていること、何か心に引っかかることが
あれば、思い切って気軽に相談をしてみてはいかがでしょ
うか。お待ちしています。秘密厳守。難しい手続きは不要。
相談は無料です。

●お問い合せ
　竹田人権擁護委員協議会・大分地方法務局竹田支局
　☎ 62-2315

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
　秘密は厳守します　お気軽にご利用ください

　日　　時　11月12日㈪〜18日㈰
　　　　　　平日 8:30〜17:00　土・日 10:00 〜 17:00
　電話番号　☎ 0570-070-810　電話相談のみ

（全国共通 /大分地方法務局）
　相談内容　夫やパートナーからの暴力、職場でのセクシ
　　　　　　ャルハラスメント、つきまとい（ストーカー）、
　　　　　　その他の人権問題
　担 当 者　人権擁護委員、法務局職員
●お問い合せ　大分地方法務局人権擁護課☎ 097-532-3368

求人情報 ハローワーク豊後大野竹田職業相談室☎ 63-1101

① タ ク シ ー 乗 務 員 1人13.0 〜 30.0万円　② 接 客 係 1人
15.0 〜 18.0万円　③土木作業員 3人15.4 〜 19.8万円　
④携帯販売員 1人14.9万円　⑤事務員 1人12.8〜13.8万円
⑥車検整備士 1人18.1 〜 23.1万円　⑦正看護師 3人18.9
〜 22万円　⑧介護員 1人12万円　⑨板金・塗装工員 2人
18万円　⑩総合職 1人13 〜 27.5万円　⑪ヘルパー 3人
14万円　⑫ホール・厨房係 1人14万円
〔パート求人（時給）〕

⑬事務員 1人690円　⑭調理補助 1人700円　⑮袋詰め作
業員 1人653円　⑯書店販売員 1人700 〜 750円　⑰接
客係 1人750 〜 800円　⑱調理員 1人700 〜 750円　⑲
介護職員 1人700円　⑳商品補充担当者 1人700円　㉑レ
ジ・接客係 1人700円　㉒美容師 1人653 〜 1,000円　㉓
清掃員 1人690 〜 710円　㉔バス運転手 1人952円

竹田・豊後大野産直めぐり in 大分
竹田・豊後大野の 18 か所の直売所でスタンプラリー開催 !

　農産物や加工品を 300 円以上ご購入された方には、その直
売所のスタンプがゲットできて、5 か所以上のスタンプを集
めると素敵なプレゼントが当たります。竹田・豊後大野の旬
を楽しむ「産直めぐり」にぜひご参加ください。

期　間　平成 24年 11 月１日㈭～平成 25年３月３日㈰
主 　 催 　 豊肥地区食料・農業・農村振興協議会／参加 18 直売所

●お問い合せ　大分県豊肥振興局地域振興部 ☎ 63-1291
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information
休日及び夜間の在宅当番医院

大久保病院 ☎ 64 - 7777
受付時間　平日夜間　18:00〜21:00
　　　　　土 曜 日　13:00〜21:00
　　　　　休　　日　 8:30〜21:00
注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだ
　　　　　　けそこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ
　　　　　　電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合は
　診療します。

小児科外来休日当番院
当番日 医　療　機　関 電話番号

11月 3日㈯ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
11月 4日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
11月10日㈯ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

　 三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
　 竹田市立こども診療所 0974-63-3838

11月11日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
11月17日㈯ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

　 三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
　 竹田市立こども診療所 0974-63-3838

11月18日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
11月23日㈮ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
11月24日㈯ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

　 三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
　 竹田市立こども診療所 0974-63-3838

11月25日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
12月 1日㈯ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

12月 2日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

受付時間　8:30〜11:30（こども診療所は9:00〜11:30）
診療時間　9:00〜12:00（三重東クリニックは8:30〜12:00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っていると
　ころがあります。

○豊後大野市民病院　（☎ 0974-42-3121）
　http://ogatahp.ddo.jp/
○みやわき小児科　　（☎ 0974-24-0230）
　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○三重東クリニック　（☎ 0974-22-6333）
　http://www.sekiaikai.jp/index.html

歯科休日当番医院
当番日 医療機関 電話番号

11月 3 日㈯ 高山歯科医院（竹田） 0974-63-2561
11月 4 日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
11月11日㈰ 竹田市荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263
11月18日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662
11月23日㈮ 佐藤歯科医院（竹田） 0974-63-2307
11月25日㈰ 歯科筑紫医院（久住） 0974-76-0024

※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/　

竹田の話題がまるごと観れるのは TCTだけ !!

◇たけた市民チャンネル9月特番
９月28日㈮〜 30日㈰にかけて開催されました、岡藩城下町 400
年祭メーン行事の第４回川端康成記念講演会、岡藩城下町 400
年祭記念式典、舩村徹コンサートの模様を特番でお届けします。

第 4回川端康成記念講演会「『文学』のすばらしさ」
放送日　　11 月 9 日、16 日、23 日、30 日　
　　　　　金曜日　20：00 ～

岡藩城下町 400 年祭記念式典
放送日

・（第 1 部・式典）
11 月 10 日、17 日、24 日、12 月 1 日
土曜日　10：00 ～

・（第 2 部・歴史文化交流パートナーシップ宣言・記念講演会）
11 月 10 日、17 日、24 日、12 月 1 日
土曜日　13:00 ～

船村徹コンサート「船村徹　サンチャゴの鐘巡礼」
放送日 　　11 月 11 日、18 日、25 日、12 月 2 日

日曜日　14:00 ～
※都合により放送時間を、変更する場合がありますので
　ご了承ください。

○大分県豊肥保健所　（☎ 0974-22-0162）
○竹田市立こども診療所　　（☎ 0974-63-3838）
　相談時間 : 平日 月～金　9:00 ～ 12:00
問竹田市健康増進課　☎ 0974-63-4810

受診時の注意
　当番院は、やむを得ず変更になる場合があります。　
あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお
電話で確認されるようお願いします。また、院外薬局が
休みの場合は、あらかじめ用意されて約束処方となるこ
とがありますので、ご了承ください。


